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ごあいさつ 
 
 今年度より愛知県小児保健協会の会長を務めさせていただく、あいち小児保

健医療総合センターの伊藤と申します。私が申すまでもなく、前任の長島正實

先生は、国際的な小児保健分野でのご活躍や、あいち小児保健医療総合センタ

ーを創設された偉大な功労者です。その後任としてはまことに非力で身に余る

役職ですが、精一杯務めさせていただきますので皆様のご協力をよろしくお願

いいたします。 
 医療の現場から見ると、小児保健という分野は大変なものだとよく感じます。

一方で限りなく健常児が多い地域全体を横断的に見る仕事があり、もう一方で

は医学的・社会的に最も複雑な問題を抱えた子どもを見る仕事があります。し

かし、その中間に位置している、通常の医療を順調に受けている病児に関わる

機会が少ないという宿命を抱えています。特定の疾患を専門的に扱うことがな

いものの、最先端の医療を理解して子どもに関わることは求められます。 
 私自身は小児アレルギー疾患を専門としています。中でも食物アレルギーは、

子どもが何かを食べるあらゆる場面に関連し、事故の予防という観点はもとよ

り、子どもの心身の成長発達に深く影響します。しかも、一つの専門的な疾患

にしては有症率が高く、あらゆる食事の現場においてアレルギーの子どもがい

ることを前提とした対策が求められます。 
 従って、その解決には本質的に社会的な理解と対応が求められます。敢えて

言えば医療や保健という分野も超えて、農林漁業、流通、小売り、外食・観光

を含めたあらゆる食品関連産業にも関わりを持っています。 
 そうした中で今回は、愛知県栄養士会のお世話により、子どもの「食」に関

連する話題をたくさん提供していただきます。ちょうどアレルギー特定分野に

も新たな制度を作られている日本栄養士会の迫和子先生をお招きして、子ども

の食に関わる様々な問題をお話いただけるのも、私自身にとって大きな楽しみ

です。皆様の積極的なご参加で、本会を盛り立てていただけることをお願いい

たします。 
 
 2019 年 1 月 
 

愛知県小児保健協会 
会長 伊藤浩明 
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平成３０年度 愛知県小児保健協会学術研修会プログラム 

 

日時 平成 31 年 1 月 27 日（日） １３：００～１６：３０ 
場所 愛知県医師会館 地下 1 階 健康教育講堂     

 
受付開始（１２：１５～） 
 
Ⅰ あいさつ   愛知県小児保健協会会長 伊藤

い と う

 浩
こう

明
めい

   （１３：００） 

Ⅱ 一般演題 －第 1部－ 座長／ 愛知県養護教育研究 会長 三浦
み う ら

 典子
の り こ

 （１３：０５～１３：５０）  

1 愛知県の学校給食における食物アレルギー対応の実態調査 
井関
い せ き

 夏
なつ

実
み

（あいち小児保健医療総合センター） 
2 「感謝」をテーマとした食育授業 ～縦断的な食育を目指して～ 

      増田
ま す だ

 志津
し づ

恵
え

（あま市立甚目寺小学校／あま市立甚目寺学校給食センター）    

3 子どもたちの食の変容を求めて ～生活習慣チェック表を活用した食支援～     
玉谷
た ま や

 里美
さ と み

（あま市立美和小学校／あま市立美和学校給食センター） 
4 小中学校における“弁当の日”の取組みの内容とその効果  
     津原

つ は ら

 涼
りょう

（あま市立伊福小学校／あま市立七宝学校給食センター） 
5 メディアコントロールを意識して、自分に合った睡眠時間を確保できる子の育成 

－元気アップ週間で家族と決めたメディア目標にチャレンジする取組を通して－  
      黒田

く ろ だ

 万
ま

衣
き

（新城市立八名小学校） 
Ⅲ 一般演題 －第 2部－ 座長／愛知県保健師会 会長 小田

お だ

 京子
きょうこ

 （１３：５５～１４：５０） 

6 幼児期の生活習慣が口腔機能に与える影響 ～幼稚園年長児調査～ 
夫
ふ

馬
ま

 吉
よし

啓
ひろ

（一般社団法人愛知県歯科医師会 地域保健部Ⅰ） 
 7 母子保健・保育関係の多職種で取り組む乳幼児の歯・口の発達を育む「食べ方」支援に向けた取組み 

－乳幼児の口腔機能支援ハンドブック作成と活用に向けて－ 
      坂野

ば ん の

 淑恵
よ し え

（半田保健所(兼知多保健所）） 

8 ３歳児健診における聴覚検査及び視覚検査の効果的なフォローについて 
      増山

ますやま

 春江
は る え

（愛知県市町村保健師協議会 尾東支部） 
9 「愛西市子どもの心の健康づくり事業」10 年の取り組み 

神田
か ん だ

 真
ま

愛
い

（愛西市健康福祉部健康推進課） 
10 乳児貧血と離乳食（鉄分摂取量）の検討 

      棚橋
たなはし

 順子
じゅんこ

（川井小児科クリニック） 
11 子育ての電話相談員という仕事を続けられる原動力 －インタビュー調査を通して－ 

奥川
おくがわ

 ゆかり（椙山女学園大学看護学部) 
Ⅳ 特別講演  座長／愛知県栄養士会 常務理事 山村

やまむら

 浩二
こ う じ

  （１５：００～１６：３０） 

「子どもの栄養格差の現状・課題と取り組みについて」 

      講師：公益社団法人 日本栄養士会 専務理事 迫
さこ

 和子
か ず こ

 氏 

 

共 催：愛知県医師会 

後 援：愛知県 名古屋市 愛知県歯科医師会 愛知県薬剤師会 日本小児保健協会 
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愛知県の学校給食における食物アレルギー対応の実態調査 

 

あいち小児保健医療総合センター 事務部 栄養ᢸ当 

井関ۑ
い せ き

夏
なつ

実
み

 

あいち小児保健医療総合センター アレルギー科 

中里美（⟶理栄養士）、坂井⪽、㧗里Ⰻᏹ、ᯇ井↷明、ᮡ浦⮳㑻、伊藤浩明 

 

【背景・目的】 

 愛知県では、「学校給食における食物アレルギー対応の手引 平成 28 年」（以下手引）が示され、それを

もとに各市町村で対応が行われている。手引では、卵・乳・小麦の除去食・代替食は努力目標と位置づけ

ている。今回はその現状把握を目的に調査を行った。 

 

【方法】 

2017 年 7 月 25 日～8 月 31 日に当センターを受診した、学校に 1 品以上の食物除去の管理を依頼して

いる愛知県在住（名古屋市を除く）の小学生 289 人を対象とした。対象者は、愛知県 52 市町村中 36 市町

村に分布していた。2017 年 7 月の献立表に基づいて、アレルゲンを含む一品ごとについて、受けた対応を

記載してもらった。給食対応の方法は図のように、代替食・除去食・無配膳などと分類した。 

 

【結果】 

完全弁当持参 25 人を除き、卵・乳・小麦の給食対応を受けている 161 人から回答が得られた。7 月の給

食提供日数は中央値 12 日（10〜13 日）であった。食品別では卵アレルギー児 96 人に対して合計 313 品

が該当したが、そのうち 59%が無配膳で、除去食・代替食は 41%であった。除去食対応が行われていたのは

調理工程で卵が除きやすい汁物や卵閉じであった。既製品を購入する卵焼きやオムレツ、マヨネーズでは

代替品が用意できないため無配膳対応となっていた。 

牛乳は 67 人・228 品が該当し、そのうち 83%（39%はパン）が無配膳対応だった。パンの提供品数を除くと、

約半数の市で乳を含む料理が 1 か月に 1～2 品となり、乳成分を含む献立を意識的に抑制している様子が

見られた。 

小麦も 23 人・262 品中 96%が無配膳対応で、主に主食とフライで提供されていた。大規模給食センターが

主体の愛知県では、既製品のフライの採用が多く、代替品の用意もされていなかった。 

 

【考察】 

愛知県の学校給食は既製品の採用が多く、

除去食対応に不向きであった。今後対応を強化

していくにあたっては既製品の代替品を購入す

ること、もしくは全体として卵・乳・小麦を含まない

ものの採用が一層求められると考えた。 

 

 
図：給食対応の方法 

１ 一般₇題̿➨ � 部̿    座長 愛知県小児保健協会理事 

愛知県養護教育研究会  会長 三浦 典子 
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「感謝」をテーマとした食育授業 
～縦断的な食育を目指して～ 

 

増ۑ  
ます

田
だ

志
し

津
づ

恵
え

（あま市立甚目寺小学校／あま市立甚目寺学校給食センター） 

 
１ はじめに 
  あま市では市内３センターで⤫一したテーマをᥖࡆ、小学校１年生から中学校３年生まで、発達ẁ

階に応じた食育の授業を⾜っているࠋ栄養教ㅍが児❺と᥋する機会は㝈られており、児❺にとって給

食を作る人達は日㡭から㌟㏆なᏑᅾであるとはゝえないࠋそこで、授業に給食作りにᦠわる人達に関

する内容をຍえ、栄養的な知識だけでなく、動機づけの知識により「食べないといけないな」とᛮう

気ᣢちや感謝する気ᣢちを育てることができるようィ⏬したࠋ「食べきる」⤒㦂は「できた」という成

ຌయ㦂となり、自ಙを㧗め、య格だけでなく、心の発達にもᐤ与できると⪃えたࠋ 
 
２ 実㊶内容 
 （１）ྛ学年のテーマと指ᑟのࡡらい 
     教科➼との関㐃や、学年ࡈとのつながりを⪃えてテーマを決ᐃしたࠋ 

年 指ᑟテーマ 指ᑟのࡡらい（関㐃教科） 視Ⅼ 

１ 
給食を食べて元気で

大きくなろう 
給食にはたくさんの食べ物がධっていることを知り、いろいろな食

べ物を食べることが元気なయを作ることを理ゎするࠋ 
調理員 

２ 野⳯について知ろう 
野⳯の成長や野⳯の種㢮、野⳯のാきなどを知り、元気なయを作る

ためには野⳯が大ษであることを理ゎするࠋ（生活） 
生⏘⪅ 

３ 
ዲき᎘いしないで給

食をṧさず食べよう 
健康に㐣ࡈすためには、ࣛࣂンࢫよい食事をすることが大ษなこと

が分かり、ዲき᎘いしないで食べようとする意ḧをもつࠋ（保健） 
生⏘⪅ 

４ 
給食をṧさず食べよ

う 
ṧした給食がࡈみとしてฎ分されることについて知り、⎔ቃの影

響を⪃えるࠋṧさず食べようとする意ḧをもつࠋ（社会） 
調理員 

５ 
日本の食ᩥのよさ

を⪃えよう 
㣤とỒもの、おかずを組み合わせた日本ᆺ食生活や日本の食ᩥࡈ

のよさを知り、大ษにᛮう気ᣢちをもつࠋ（家ᗞ・社会） 
栄養 
教ㅍ 

６ 
感謝の気ᣢちをもっ

て食べよう 
給食ができあがるまでにどのような人や物がかかわっているのかを

知り、どのように食べたら感謝の気ᣢちをఏえられるか⪃えるࠋ 
給食セ

ンター 
（２）授業実㊶及びホ౯ 

     事๓に学⣭ᢸ௵と授業内容を確ㄆしチー࣒ティーチンࢢによる授業を⾜ったࠋ授業後は、ᢸ

௵にホ౯ࢩートにグධしてもらい、ホ౯をもとにᨵၿⅬを相談し内容や፹య➼を変᭦しているࠋ 
 
３ 成果と課題 
  ྛ学年の授業内容に、調理員や生⏘⪅、栄養教ㅍの仕事やᛮいを┒り㎸むことで、児❺の学習プリ

ントには、「自分の健康のため」という視Ⅼにຍえて「作ってくれる人のためにṧさず食べたい」とい

うゝⴥが多く᭩かれていたࠋ「感謝」をテーマとした６年生では、３㸵名中３０名が「感謝」や「あり

がたい」というゝⴥを᭩き、３３名が「ṧさず食べたい」「ዲき᎘いをせずに食べたい」などの後の

食べ方について᭩いていたࠋ授業後は、児❺యでṧさず食べようとするጼがぢられ、甚目寺小学校

の一人当たりのṧ食量は、食・おかずが๓年ᗘの㸵２㸣、∵乳が๓年ᗘの６１㸣にῶᑡしたࠋ 
栄養教ㅍが⾜う授業௨እの食に関する指ᑟは、学⣭によって内容や㢖ᗘが␗なっているのが現状で

あるࠋ指ᑟ内容や指ᑟ፹యのሗᥦ౪を⾜い、よりィ⏬的・⥅続的に⾜うことが課題であるࠋ 
 

２ 
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子どもたちの食の変容を求めて 
～生活習慣チェック表を活用した食支援～ 

 
玉ۑ

たま

谷
や

里美
さ と み

（あま市立美和小学校／あま市立美和学校給食センター） 
 
１ はじめに 
  本校は児❺ᩘ 404 名の中つᶍ校である3ࠋ 年๓、生活習慣に関する本校児❺の実態をᢕᥱしたࠋそ

の⤖果、給食のṧ食がなかなかῶᑡせず、ᮅ食は食べているが内容にᨵၿがᚲせ➼の食についての課

題がみられ、生活㠃では歯みがき習慣や᪩ᐷ᪩㉳きが㌟についていない⪅がいる➼がみられたࠋ 
そこで、児❺が自らの生活をぢ┤す機会をつくることによって、よりⰋい生活習慣にᨵၿしようと

する動機づけとなることを期ᚅして、養護教ㅍと共に「生活習慣チェック表」を作成し、年３ᅇ、健

康教育活動「すくすく週間」をタᐃしたࠋᅇはその内容についてሗ࿌するࠋ 
 
２ 実㊶内容 
（１）実㡯目及び期間 

・ᑵᐷ時้、㉳ᗋ時้、ᮅ食内容、給食、歯みがき、౽などについて 
・すくすく週間（６月、１１月、１月）月～㔠᭙日の５日間 

（２）方法 
   ձすくすく週間┤๓に、ᢸ௵生活習慣チェック表を㓄ᕸするࠋ（職員会で౫㢗） 

ղ�日目に生活習慣チェック表を児❺に㓄ᕸし、一週間実できるようᢸ௵が支援するࠋ 
   ճチェック後、家ᗞᣢちᖐり、自分のり㏉りと保護⪅からの感や意ぢをグධし、ᢸ௵ᥦ

ฟするࠋ 
   մᢸ௵が確ㄆ後、養護教ㅍ、栄養教ㅍの順に児❺の実態を確ㄆするࠋ 
（３）␃意したⅬ 
   ・生活習慣チェック表がྛ児❺の生活ᨵၿの動機づけとなる意⩏及びᚲせᛶについて、支援⪅

（教員、養護教ㅍ、栄養教ㅍ）の共通理ゎをᅗったࠋ 
   ・グධ期間を通してり㏉りの意ḧがᣢ続できるよう、ኌけなどによる支援を⾜ったࠋ 
 
３ 成果と課題 
  年ᗘ、の歯みがきの実⋡が 86�2㸣とపかったことをᨵၿするため、年ᗘはྛクࣛࢫで㡢ᴦ

をὶし、歯みがきタイ࣒をタᐃしたࠋその⤖果 98�4㸣にᨵၿされたࠋまた、年ᗘのすくすく週間๓

とすくすく週間中のṧ食量のẚ㍑では、１人１食あたりのṧ食量（一週間平ᆒ）が実๓の週が 26�7
㹥であったのにẚべて、9�1㹥ῶᑡしたࠋ 

  さらに、年ᗘ➨一ᅇの児❺のり㏉りの内容からは「５年生の時よりࣛࣂンࢫよくᮅ食をとるこ

とができたࠋ」「給食をṧしてしまうことが多いので、ṧさず食べたいࠋ」など、๓年ᗘの⤖果とのẚ㍑

や、一週間のり㏉りによって自分と向き合う機会としている子が多くみられ、生活習慣をよりⰋく

ᨵၿしようとする態ᗘが❚えたࠋ 
  一方、保護⪅からは、「 ・⳯⳯をもうᑡし食༟に୪べられるようにᕤ夫したいなとᛮいましたࠋ」

や「給食は栄養がたくさんධった食事だからṧさず食べる事が大事だよ㸟」など児❺をບます内容、

だけでなく、「子の実態を知ることができたࠋ」というコメントもあり、学校における子どものാき

かけだけでは㞴しい生活習慣のᨵၿが、この取組の実により、保護⪅と共に家ᗞ、学校において子

どもാきかけることがྍ能となっているࠋ 
  後は、⥅続したാきかけの方法やより῝いᢸ௵との㐃ᦠのᅾり方などについて⪃えていきたいࠋ 

 

３ 
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小中学校における“弁当の日”の取組みの内容とその効果 
津ۑ

つ

原
はら

涼
りょう

（あま市立伊福小学校／あま市立七宝学校給食センター） 
 
１ はじめに 

 弁当の日は、「家族はなるべくᡭఏわずに⾜う」という⣙᮰のもと、児❺自㌟が弁当作りを⾜

う活動であるࠋあま市教育ጤ員会ᑟで平成２㸶年ᗘから始まった弁当の日は、年ᗘで３年

目を㏄えるࠋ本校は取組み開始時のࣔデル校として、６年生を対㇟に校にඛ㥑けて実㊶したࠋ

その後、平成２㸷年ᗘからはあま市内１㸵小中学校において、それࡒれの学校ἣに合わせ

て弁当の日が⾜われているࠋその実㊶、成果、課題についてሗ࿌するࠋ 
２ 実㊶内容 
 ࠋのᛮいやりの心を育てる家族ࠋらい：食の自立を支援するࡡ （１）

 ࠙฿達目標ࠚ 
  ・調理の知識やᢏ能を㌟につけることで、自らの食事を作ることができる児❺生ᚐを増やすࠋ 

・食に関わる家族のດ力やᕤ夫に気づき、家族の食事作りの意ḧをもつ児❺生ᚐを増やすࠋ 
 （２）実㊶方法 
    弁当の日実㊶の๓に、栄養教ㅍと学⣭ᢸ௵の 77 による事๓指ᑟ（４時間）を⾜うࠋ 

時間 学習活動 内 容 

ࣙࢩンテー࢚リ࢜ １

ン 
取組みのࡡらいをᢲさえ、弁当の日に向けての意ḧを㧗め

るࠋ 

２・３ 調理実習 弁当⊩立のཧ⪃となる⡆༢なᩱ理を実習し、実㝿に弁当⟽

につめてみる活動を通して、弁当を作るᴦしさをఏえるࠋ 

４ ⊩立作成授業 ⊩立作成の࣏イントやὀ意Ⅼを知らせ、弁当⊩立を作成さ

せるࠋ 
 弁当の日 児❺がྛ自で作成した弁当を学校ᣢཧし、給食時に会食

するࠋ 
３ 成果と課題 
  児❺にり㏉りアンࢣートを⾜ったࠋ「弁当の日を通して感じたことはఱですか」のၥいに対

して、「家族の感謝の気ᣢち」のᅇ⟅が᭱も多く、ḟいで「ᩱ理のᴦしさ」が多かったࠋ感に

は「弁当の日を通してお母さんの大変さが分かった」「ᗘはうちの人に作ってあࡆたい」「大変

だったけど、いつもよりおいしく感じた」などがᚓられたࡡࠋらいに㏆づく変容がみられた児❺

が多かったが、大変さから「弁当の日は一ᅇでⰋい」とアンࢣートにᅇ⟅した児❺もいたࠋ児❺

の家ᗞ⎔ቃはさまࡊまであることから、学⣭ᢸ௵と協力し、児❺にᐤりῧった指ᑟとフォローが

ᚲせであるࠋ 
  保護⪅に弁当の日についてのアンࢣートを⾜ったࠋ子どもの変容について、「ᩱ理の作り方を

覚えるようになった」「食の関心をもつようになった」「子どもとの会話が増えた」といったᅇ

⟅が多かったࠋ弁当の日については、「ᑗ᮶に向けᩱ理を覚えるよい機会」「ᡭఏいをするよい機

会」「ぶ子のふれ合いができるよい機会」との意ぢとともに、「ᮅのᛁしい時間は大変」「ついᡭを

だしてしまうので子どもの達成感はあるのか」などがみられたࠋ児❺がᚓられるものが多い㠃、

家ᗞの㈇ᢸ感も大きいことが❚えることから、家ᗞの大きな理ゎと協力がᚓられるよう、学校

と家ᗞの㐃ᦠを㧗めるᕤ夫が、後、さらにᚲせであるࠋ 
栄養教ㅍは弁当の日において児❺指ᑟするᙺと、学校と家ᗞの㐃ᦠをᅗるコーディࢿータ

ーとしてのᙺをᢸうࠋ後はᑡない㓄⨨人ᩘでどのようにྛ校の取組みに関わっていくかが課

題であるࠋ 

４ 
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幼児期の生活習慣が口腔機能に与える影響 

～幼稚園年長児調査～ 
 

一般社団法人 愛知県歯科医師会 地域保健部Ⅰ 
夫ۑ

ふ

馬
ま

吉
よし

啓
ひろ

、ຍ藤教授、℩川ఙᗈ、吉ᒸᘯ二、伊藤⿱一㑻、ຍ藤ⰾᩥ、伊藤ṇ人、ᯞ康⮳ 

Ἠ三ᯞ、小川┤Ꮥ బ藤理அ、内ᇼ典保 

 
࠙⫼ᬒ・目的ࠚ「㸶０２０健康社会」の実現のためには㸪幼児期の歯・口の健康増進が㔜せである㸬ᅇ㸪

園・家ᗞ・園歯科医が一యとなった歯科保健活動のさらなる㊊を目的として㸪幼稚園年長児を対㇟とした

生活習慣のアンࢣート調査と㸪口腔機能検査をྵめた歯科健診を実し㸪幼児期において生活習慣が口腔機

能に与える影響を調査したのでሗ࿌する㸬 
࠙方法 調査対㇟は学校法人Ἑ合ሿ学園真㈗幼稚園に通園していࠚ

る年長組 ��� 名（⏨児 �� 名㸪女児 �� 名）で平ᆒ㌟長 �����㹡㹫㸪

平ᆒయ㔜 ����㹩㹥㸪平ᆒローレル指ᩘ ����� であった㸬調査内容

はブࣛッࢩンࢢやかかりつけ歯科医の᭷↓など一般的な調査㡯目

のに㸪食事のとり方や口྾の᭷↓㸪メディア用時間㸪睡眠

などの生活習慣についてのアンࢣートを⾜った㸬歯科健診内容は㸪

通常の園歯科健診のに「りっるྩ（ᯇ㢼社〇）」を用いた口၁

㛢㙐力 ᐃや「ࢩ࢟リトールᄮチェック࢜）࣒࢞ーࣛルࢣ

ア社〇）」を用いたᄮ能力検査を⾜ったࠋ 
࠙⤖果ࠚアンࢣート調査⤖果と歯科健診⤖果の関㐃ᛶを検討したところ㸪ᮅ食の種㢮とう⼃⨯ᝈ⋡の関係で

は㸪ᮅ食が食のみの場合㸪う⼃⨯ᝈ⋡が㧗く㸪ローレル指ᩘも㧗いഴ向がㄆめられた㸬食事時間とう⼃⨯

ᝈ⋡の関係では㸪食事時間の㐜い園児どう⼃⨯ᝈ⋡が㧗い⤖果

がඃにㄆめられた（S�0�05）㸬  
 口၁㛢㙐力検査の⤖果は平ᆒ 7�341 で㸪ᄮ能力検査の⤖果

は平ᆒ 4�69（10 ẁ階ホ౯）であった㸬またアンࢣート調査⤖果

から食事中にỈ分を取る㢖ᗘが多いど口၁㛢㙐力はᙉくなる

ഴ向がㄆめられ㸪㏫にᄮ能力はᙅくなるഴ向がㄆめられた㸬ま

た㸪ྀ生（ṇည合の一種）の状態と口၁㛢㙐力の関係では㸪ྀ

生が㢧ⴭになると口၁㛢㙐力がᙉくなるഴ向がㄆめられた㸬 
 その㸪口྾・㰯྾とう⼃⨯ᝈ⋡の関係ではᬑẁ口྾の

ഴ向がᙉい園児の方がう⼃⨯ᝈ⋡が㧗いഴ向があり㸪ࢫマ࣍の用時間とう⼃⨯ᝈ⋡の関係では㸪ぶがࢫマ

 0�05）㸬�をᬑẁ用させている園児の方がう⼃⨯ᝈ⋡が㧗い⤖果が᭷意にㄆめられた（S࣍
࠙⪃ᐹࠚ 
生活習慣と口腔機能にはᵝࠎな関㐃がㄆめられた㸬≉に㸪食事のとり方によって口腔࿘ᅖの機能に差をㄆめ㸪

その機能の差がう⼃の⨯ᝈやṇည合発生の一ᅉになることが♧၀された㸬「歯・口の健康づくり」は㸪幼

児が生ᾭを健康に生きᢤく力を養うために㔜せである㸬「㸶０２０健康社会」の実現のためにも㸪園・家ᗞ・

園歯科医のさらなる㐃ᦠが㸪幼児期からの生活習慣の指ᑟにとって㔜せであるとᛮわれた㸬 

6 一般₇題̿➨ 2 部̿     座長 愛知県小児保健協会理事  
愛知県保健師会 会長 小田 京子 
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メディアコントロールを意識して、自分に合った睡眠時間を確保できる子の育成 
̿ 元気アップ週間で家族と決めたメディア目標にチャレンジする取組を通して ̿ 

新城市立八名小学校 養護教ㅍ ࠐ 黒田
く ろ だ

 万
ま

衣
き

 

１ はじめに 

 新城市では、平成 �� 年 �� 月に市内小中学校で生活習慣アン

その⤖果、本校はメディアを２時間௨ୖ用ࠋートを実したࢣ

している児❺が市平ᆒとẚ㍑して多いことが分かった（ᅗ１）ࠋま

た、「ࡄっすり眠れた」と⟅えた児❺は ����㸣とపく、その理⏤と

してኪ㐜くまでメディアを用することによる睡眠㊊や睡眠の

㉁のప下が⪃えられたࠋそこで、本年ᗘは中学校༊の小中学校や

家ᗞと㐃ᦠし、メディアと睡眠に㔜Ⅼを⨨いた指ᑟを⾜うことで、

༑分な睡眠がとれるようにಁすことにしたࠋ 

２ 実㊶と⪃ᐹ 

（１）八名地༊一ᩧ「元気アップ週間（６・㸷月）」 

  八名中学校༊の小中３校で実時期やⅬ検内容を合わせた生活

Ⅼ検「元気アップ週間」を実したࠋ事๓にྛ家ᗞでメディア

用時間の目標をレ࣋ル１～４から㑅んでタᐃし（㈨ᩱ１）、５日間

取り組んだࠋまた、睡眠時間をࣛࢢフにグධさせるとともに、す

っきり㉳きることができたかをⅬ検させたࠋその⤖果、６月はメディア目標をᏲった児❺は１日平ᆒ����㸣

いたࠋ家族員でメディア目標に取り組んだ家ᗞが多くあり、小中合ྠで⾜うことで家ᗞの協力がᚓられ

やすくなったと⪃えるࠋ㸷月は ����㸣と６月よりᏲった合が下がったが、６月より㧗いレ࣋ルをタᐃし

た家ᗞが多くあったࠋり㏉りに、までのメディア用のぢ┤しやメディア用時間をῶらすᕤ夫につ

いてグ㏙した児❺や保護⪅が多ᩘみられ、事๓にྛ家ᗞで目標レ࣋ルを話し合わせたことにより、メディ

ア用方法ᨵၿの意識が㧗まったと⪃えるࠋまた、ྛ学年の目標時้（ప学年㸷時、中学年㸷時半、㧗学

年 �� 時）までにᐷた児❺は ����㸣（６月）から ����㸣（㸷月）に、すっきり㉳きた児❺は ����㸣（６月）

から ����㸣（㸷月）にୖがり、睡眠状態のᨵၿにつながっていたࠋ 

（２）元気アップすいみん教ᐊ（ಶู指ᑟ） 

  ６月の元気アップ週間⤊後、目標時้

よりも１時間௨ୖ㐜くᑵᐷした日が」ᩘᅇ

あり、メディア用が睡眠にᝏ影響を及ࡰ

している児❺４名を対㇟にಶู指ᑟを⾜っ

たࠋᑵᐷ時้が㐜くなる理⏤を一⥴に⪃えた後、ᖐᏯ後のࢣࢫジュールを立て、それを実⾜するためにメ

ディア用時間と生活の目標をタᐃした（㈨ᩱ２）１ࠋ週間のⅬ検期間中は児❺がグධした࣡ークࢩートを

ẖ日確ㄆし、ᚲせに応じて目標やࢣࢫジュールのぢ┤しを⾜ったࠋその⤖果、員にᑵᐷ時้が᪩くなる、

メディア用時間が▷くなるなどのᨵၿがみられ、㸷月の元気アップ週間では４人中３人がಶู指ᑟの対

㇟እとなったࠋ㸷月の元気アップ週間⤊後もྠᵝに対㇟⪅ಶู指ᑟを⾜い、ᨵၿがみられたࠋ 

３ 後の課題 

  元気アップ週間⤊後、メディアや睡眠が元の生活にᡠっている児❺がいたࠋ後は意識の⥅続をᅗるた

め、睡眠の大ษさやメディアの心㌟の影響について学ࡪ学⣭活動などの保健教育にも取り組んでいきたいࠋ 

５ 

 （など࣒ーࢤ）

 

㸺࣓ࢹ⏝㛫ࡢ┠ᶆࣞࣝ࣋㸼 

 ࡛ࡲ㸯 㸰㛫ࣝ࣋ࣞ

 ࡛ࡲ㸰 㸯㛫ࣝ࣋ࣞ

�� ３ࣝ࣋ࣞ ศ࡛ࡲ 

�� 㸲ࣝ࣋ࣞ ศ࡛ࡲ㸩ᐷࡿ㸰㛫

๓ࡽ⏝࡞ࡋい 

㸺ಶ別ᣦᑟࢺ࣮ࢩࢡ࣮࣡ࡢ㸼 

 

�ᅗ㸯� 

�㈨ᩱ㸯� 

�㈨ᩱ㸰� 



－ 7－

 
幼児期の生活習慣が口腔機能に与える影響 

～幼稚園年長児調査～ 
 

一般社団法人 愛知県歯科医師会 地域保健部Ⅰ 
夫ۑ
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、ຍ藤教授、℩川ఙᗈ、吉ᒸᘯ二、伊藤⿱一㑻、ຍ藤ⰾᩥ、伊藤ṇ人、ᯞ康⮳ 

Ἠ三ᯞ、小川┤Ꮥ బ藤理அ、内ᇼ典保 

 
࠙⫼ᬒ・目的ࠚ「㸶０２０健康社会」の実現のためには㸪幼児期の歯・口の健康増進が㔜せである㸬ᅇ㸪

園・家ᗞ・園歯科医が一యとなった歯科保健活動のさらなる㊊を目的として㸪幼稚園年長児を対㇟とした

生活習慣のアンࢣート調査と㸪口腔機能検査をྵめた歯科健診を実し㸪幼児期において生活習慣が口腔機

能に与える影響を調査したのでሗ࿌する㸬 
࠙方法 調査対㇟は学校法人Ἑ合ሿ学園真㈗幼稚園に通園していࠚ

る年長組 ��� 名（⏨児 �� 名㸪女児 �� 名）で平ᆒ㌟長 �����㹡㹫㸪

平ᆒయ㔜 ����㹩㹥㸪平ᆒローレル指ᩘ ����� であった㸬調査内容

はブࣛッࢩンࢢやかかりつけ歯科医の᭷↓など一般的な調査㡯目

のに㸪食事のとり方や口྾の᭷↓㸪メディア用時間㸪睡眠

などの生活習慣についてのアンࢣートを⾜った㸬歯科健診内容は㸪

通常の園歯科健診のに「りっるྩ（ᯇ㢼社〇）」を用いた口၁

㛢㙐力 ᐃや「ࢩ࢟リトールᄮチェック࢜）࣒࢞ーࣛルࢣ

ア社〇）」を用いたᄮ能力検査を⾜ったࠋ 
࠙⤖果ࠚアンࢣート調査⤖果と歯科健診⤖果の関㐃ᛶを検討したところ㸪ᮅ食の種㢮とう⼃⨯ᝈ⋡の関係で

は㸪ᮅ食が食のみの場合㸪う⼃⨯ᝈ⋡が㧗く㸪ローレル指ᩘも㧗いഴ向がㄆめられた㸬食事時間とう⼃⨯

ᝈ⋡の関係では㸪食事時間の㐜い園児どう⼃⨯ᝈ⋡が㧗い⤖果

がඃにㄆめられた（S�0�05）㸬  
 口၁㛢㙐力検査の⤖果は平ᆒ 7�341 で㸪ᄮ能力検査の⤖果

は平ᆒ 4�69（10 ẁ階ホ౯）であった㸬またアンࢣート調査⤖果

から食事中にỈ分を取る㢖ᗘが多いど口၁㛢㙐力はᙉくなる

ഴ向がㄆめられ㸪㏫にᄮ能力はᙅくなるഴ向がㄆめられた㸬ま

た㸪ྀ生（ṇည合の一種）の状態と口၁㛢㙐力の関係では㸪ྀ

生が㢧ⴭになると口၁㛢㙐力がᙉくなるഴ向がㄆめられた㸬 
 その㸪口྾・㰯྾とう⼃⨯ᝈ⋡の関係ではᬑẁ口྾の

ഴ向がᙉい園児の方がう⼃⨯ᝈ⋡が㧗いഴ向があり㸪ࢫマ࣍の用時間とう⼃⨯ᝈ⋡の関係では㸪ぶがࢫマ

 0�05）㸬�をᬑẁ用させている園児の方がう⼃⨯ᝈ⋡が㧗い⤖果が᭷意にㄆめられた（S࣍
࠙⪃ᐹࠚ 
生活習慣と口腔機能にはᵝࠎな関㐃がㄆめられた㸬≉に㸪食事のとり方によって口腔࿘ᅖの機能に差をㄆめ㸪

その機能の差がう⼃の⨯ᝈやṇည合発生の一ᅉになることが♧၀された㸬「歯・口の健康づくり」は㸪幼

児が生ᾭを健康に生きᢤく力を養うために㔜せである㸬「㸶０２０健康社会」の実現のためにも㸪園・家ᗞ・

園歯科医のさらなる㐃ᦠが㸪幼児期からの生活習慣の指ᑟにとって㔜せであるとᛮわれた㸬 

6 一般₇題̿➨ 2 部̿     座長 愛知県小児保健協会理事  
愛知県保健師会 会長 小田 京子 

6�5

7

7�5

8

8�5

ྀ生なし 下㢡ྀ生 ୖ㢡ྀ生 ୖ下㢡ྀ生

口၁㛢㙐力とྀ生の関係

口၁㛢㙐力

4
4�5

5
5�5

6
6�5

7
7�5

8
8�5

食事中よく㣧む 㣧む 㣧まない

食事中のỈ分摂取と口၁㛢㙐力・

ᄮ能力との関係

口၁㛢㙐力 ᄮ能力

8�5
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7�5
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6�5
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母子保健・保育関係の多職種で取り組む乳幼児の歯・口の発達を育む「食べ方」支援に 
向けた取組み－乳幼児の口腔機能支援ハンドブック作成と活用に向けて－ 

 
坂野ࠐ

ばんの

淑恵
よしえ

 野ᓮ᭷ᕼ ᮡ浦小ⓒ合 小田京子 増井ᜏ夫�半田保健所)  ᭷川かがり 山本ᜏ子 ᰘ田和㢷�知多保健所)  
  ᆤ井ಙ二�一ᐑ保健所) 井後⣧子�江༡保健所) Ⲕ谷࢝ンࢼ 和ஂ田月子 ᪩川ᬛ子 ຍ藤恵子�元半田保健所)  

ᯇỌ༓�元知多保健所)  福田理 野村ెୡ 藤井美ᶞ�愛知学㝔大学歯学部小児歯科学講座) 
 
࠙せ᪨ࠚ 
平成 �� 年ᗘから地域歯科保健課題対応事業として「乳幼児期の歯・口の機能の発達を育む「食べ方」支援に向けた⎔ቃ 

ᩚഛ」をテーマに取組んでいるࠋ事業の一⎔として、市町の母子保健・保育関係⪅とともに「乳幼児の口腔機能支援ハンド

ブック(௨下「ハンドブック」�を作成したので⤂するࠋ 

࠙事業目的ࠚ 
愛知県歯科口腔保健ᇶ本ィ⏬のᇶ本方㔪「生活の㉁の向ୖに向けた口腔機能の⥔ᣢ・向ୖ」で、乳幼児期の目標として「Ⰻ

ዲな成長発育、㐺ษな口腔機能の⋓ᚓ」をᥖࡆているࠋ乳幼児を取りᕳく関係⪅が歯・口の発達を育む「食べ方」支援がで

きるよう⎔ቃᩚഛをᅗるࠋ 
࠙内容ࠚ 
平成 28 年ᗘから「食べ方」支援に向けた事業に取り組んで 

いるࠋ事業ึ年ᗘ�+28)に、「食べ方」➼の実態をᢕᥱするため、 
園児をྵめた乳幼児の保護⪅を対㇟に調査を実したࠋ 
調査⤖果から、1 歳 6 か月児において“「離乳食を与えている 

時“もࡄもࡄ”“かみかみ”がᑡないようであった」とᅇ⟅した 
⪅はయの半ᩘ௨ୖの 57�1㸣、年長児においては、“ᬑẁ、口を 
開けていることが多い”とᅇ⟅した⪅は 29�8㸣とయの３の⪅がᅇ⟅していたࠋまた、保育士が現場で園児の「食べ方」

にၥ題意識をᣢっていることも研ಟアンࢣートから分かり、これらの実態を㋃まえて母子保健と保育の୧方の現場で活用で

きるハンドブックの作成に取り組んだࠋ 
 
〈ハンドブック作成に向けて〉 

ձྛ市町の母子保健、保育関係⪅と保健所が一⥴になり、意ぢを⾜いながらハンド 
ブックの内容検討を⾜ったࠋ 

ղ母子保健と保育の場で活用できるよう、対㇟年㱋を年長児の 6 歳㡭までとしたࠋ 
ճ愛知県母子健康診査マニュアル➼から口腔機能の発育・発達をಁす内容をධれたࠋ 
մ口腔機能だけでなく、㌟発達を⪃៖し、“㌟యの 機能・㐠動発達”に関する㡯目 

をຍえたࠋ 
յ大学の協力をᚓて、専㛛的視Ⅼをᙉしたࠋ 
࠙⤖果及び⪃ᐹࠚ 
本年ᗘ�+30)当ึにハンドブックを㓄ᕸしたが、8、9 月に実した関係⪅研ಟアンࢣートから「ハン 

ドブックをึめてみた」という意ぢがあり、㓄ᕸしただけでは活用が㞴しいことを確ㄆしたࠋ 
また、「ハンドブックをㄞみゎき、活用していくための研ಟがあるとよい」、「話し合いを✚み㔜ࡡて 

作成したので活用できるᕤ夫を⪃えたい」➼の๓向きな意ぢもあり、後は、࣡ー࢟ンࢢ会議を開催し、関係⪅間で効果的

な活用方法について検討していくࠋ 
࠙まとめࠚ 
乳幼児期は、食べる・㣧み㎸むなど口腔機能のᇶ♏がつくられるとྠ時に、食事のᴦしさを⤒㦂し始める㔜せな時期でも

あるࠋ母子保健や保育にᦠわる⪅がそれࡒれの立場で、児の健やかな成長㐣⛬の中で口腔機能支援をしていくことが㔜せで

あるࠋḷをḷったり、にらめっこをするなど日ࠎの㐟びの中で⾜っていることも口腔機能の発達に⧅がっていることを関係

⪅がㄆ識し、ᴦしく発達をಁすことが大ษであるࠋ 

 

 
 

 n=667  n=1160

ஙᗂඣᮇ䛿䚸食䜉䜛・㣧䜏㎸䜐䛺䛹のཱྀ⭍ƫ⬟のᇶ♏䛜స䜙䜜䜛㔜せ䛺ᮇ䛷䛩䚹

ஙᗂඣ䛻㛵䜟䜛㛵ಀ⪅䛜㐃ᦠ䛧䚸ஙᗂඣの䛂ṑ䛸ཱྀのᡂ㛗Ⓨ㐩䛻応䛨䛯食䜉方䛃䜢 

䝃䝫䞊䝖䛧䛶䛔䛝䜎䛩䚹 

ஙᗂඣの 

⭍ཱƫྀ⬟ᨭ䝝䞁䝗䝤䝑䜽

⏣༙ᕷ・㜿ஂẚ⏫・ᮾᾆ⏫・༡▱ከ⏫・⨾⏫・Ṋ㇏⏫・༙ ⏣ಖᡤ 

ᖖᕷ・ᮾᾏᕷ・ᗓᕷ・▱ከᕷ・▱ከಖᡤ 

▱ከ༙ᓥ㻡ᕷ㻡⏫ಖᡤసᡂ 

 

 䛊乳ᗂ児のཱྀ⭍ᶵ⬟ᨭ䝝ン䝗䝤䝑䜽䛋

 ＜平成28年度実態調査より＞

 

＜調査対象児:1歳6か月児＞
離乳食を与えているとき、「もぐもぐ」
「かみかみ」が少ない（丸のみしている）
ようでしたか

 
＜調査対象児:年長児＞
普段、口が開いていることが多いですか

 

 

ハンドブックの内容

㌟యの機能・㐠動の発達

食べる・㣧み㎸む機能の発達

歯と口の状態

離乳のᙧ態（့乳）

食べ方・㣧み方支援

㡯目

この地域の実態（+��実態調査⤖果からᢤ⢋）

チェックリࢫト(食べ方・㣧み方➼）

 「はい」57.1％  「はい」29.8％

7 
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３歳児健診における聴覚検査及び視覚検査の効果的なフォローについて 
 

愛知県市町村保健師協議会 尾東支部（℩ᡞ市 尾ᙇ᪫市 ㇏明市 日進市 長ஂᡭ市 東㒓町） 
日進市保健センター 増山ۑ

ますやま

春江
は る え

（௦表） 
 

䠍 目的 

平成䠎䠕年䠐月䠓日でཌ生ປാ┬㞠用ᆒ➼・児❺ᐙᗞᒁẕ子ಖㄢより「䠏ṓ児診におけるど力᳨査の

ᐇについて」の㏻知がฟされ、市町は䠏ṓ児診におけるど力᳨査およ䜃、そのಖᣦᑟの᭦なるᐇにྲྀ

り⤌むこととなった。 

䠏ṓ児診におけるຠ果的などぬ᳨査のᐇཬ䜃フ䜷䝻ーのため、またే䛫て行われる⫈力᳨査も含めて

愛知県市町村ಖᖌ༠㆟における䜾ルー䝥◊✲の䝔ーマとし、各市町の現状☜ㄆ、┦見学、ㅮ⩏、オ䝤

䝄ー䝞ーに℩ᡞಖᡤも含めたሗを行った。 

 

䠎 ෆᐜ 

ᐇ回 ᐇ  日 ෆ  ᐜ 

➨䠍回 䠤29 年 6 月 䝔ーマ㑅ᐃ、ሗ 

┦見学 7～8 月 各市町の䠏ṓ児診を┦見学 

➨䠎回 7 月 ◊✲方法の᳨ウ、ሗඹ᭷䝅ー䝖をったሗ 

➨䠏回 8 月 
ㅮヰ 「どぬのⓎ㐩についての基♏知識 3 ṓ児診ཬ䜃後䢈䡧䢗䡬でᢲさえる䜉き䢊䢛䡮䢙䢀」 

ㅮᖌ 愛知ῄᚨ大学 ᩍᤵ ᕝ℩ⰾඞẶ 

➨䠐回 9 月 ຠ果的なフ䜷䝻ーの方についての᳨ウ 

➨䠑回 10 月 

ㅮヰ 「⫈ぬのⓎ㐩についての基♏知識 

 3 ṓ児診における⫈ぬホ౯・診でᢲさえる䜉き䢊䢛䡮䢙䢀」 

ㅮᖌ あいち小児ಖ་⒪⥲合センター ゝㄒ⫈ぬ⛉ ὸ見 ᕫẶ 

ㅮヰ 「་⒪ᶵ㛵におけるどぬ᳨査ཬ䜃診⒪➼のᐇ㝿、乳ᗂ児ᮇにⓎ見す䜉きどぬ␗ᖖ」 

ㅮᖌ あいち小児ಖ་⒪⥲合センターど⬟カ⦎⛉ ᇼ ᬑ⨾子Ặ 

➨䠒回 10 月 まとめ 

 

䠏 結果 

 対象者 

䠤28 

受診⋡ 

䠤28 

ᐇ 

ᮇ 

どぬ᳨査 ⫈ぬ᳨査 ഛ考 

 
ሙᐇ 䢈䡧䢗䡬 ሙᐇ 䢈䡧䢗䡬 

℩ᡞ市 983 人 93㻚4䠂 

 
 

 

３
歳
１
か
月 

３
歳
０
～ 

なし 2㻚3 あり 1㻚2 ⤮䜹ー䝗ే用 

ᑿᙇ᪫市 767 人 97㻚5䠂 なし 1㻚2㻚3 なし 1㻚2㻚3  

㛗ஂ手市 784 人 97㻚2䠂 なし 1㻚2 あり 1㻚2 3 ṓ 8 か月児診 

日㐍市 993 人 98㻚5䠂 あり 1㻚2㻚4 あり 1㻚2㻚4 ど⬟カ⦎ኈあり 

ᮾ㒓町 410 人 98㻚8䠂 あり 1㻚2㻚3㻚4 あり 1㻚2㻚3㻚4  

㇏᫂市 560 人 95㻚4䠂 あり 2㻚3 あり 2㻚3  

（当日までに᳨査ができなかった児䜈のフ䜷䝻ー） 

1 ་ᖌの⤂状 2 ಖᖌによる受診່ዡ 3 ᳨査の㒑㏦依頼・᳨査່ዡ 4 ᮶ᡤでの᳨査  

 ᳨査後のフ䜷䝻ーに㛵しては、⤂状や⢭ᐦ᳨査⚊をⓎ行し、་⒪ᶵ㛵受診を່めるሙ合や、⢭⚄Ⓨ㐩も含

めて⥲合㝔を⤂するሙ合など、各ᆅᇦ≉ᛶにあわ䛫たフ䜷䝻ーがなされていた。 

 

䠐 考察 

 ẕ子ಖは人の一生のᗣの基♏がᙧ成されるᮇのಖάືであり、対人ಖの᭱㔜せ㡿ᇦと考えられ

る。診は「␗ᖖの᪩ᮇⓎ見・᪩ᮇ対応」「⫱児ᨭのຓ・ຓゝ」「成㛗・Ⓨ㐩のホ౯」「ᆅᇦಖのホ౯ᣦ標

➼」を目的としている。 

今回の◊✲を㏻じ、ᨵめて䠏ṓ児でのどぬ᳨査、⫈ぬ᳨査䜈の理ゎを῝めることができた。ຠ果的なフ䜷䝻ー

のためには、診に㛵わる䝇タ䝑フが◊ಟ➼でᐃᮇ的に学䜃、診の⢭ᗘを㧗めていくᚲせがある。そして、ಖ

ㆤ者には「どぬ᳨査、⫈ぬ᳨査」の意⩏を理ゎしてもらい、㐺ษな᳨査ᐇのᚲせᛶや、フ䜷䝻ーがᚲせなሙ

合に㏿やかに་⒪ᶵ㛵受診を行うᚲせᛶを、日㡭より知ら䛫ていくᚲせがある。また、᳨査不ྍ⬟者䜈の対応と

して、䠏ṓ児診のᐇᮇや、ᑵ学᳨診➼との㐃ᦠについても、今後の᳨ウㄢ㢟であると考えられた。 

㸶 
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「愛西市子どもの心の健康づくり事業」10 年の取り組み 
 

神田ۑ
か ん だ

 真
ま

愛
い

、黒ᐑ Ꮥ子（愛西市健康福祉部健康推進課） 

                   ㏆藤 真ᗤ（ᒱ㜧大学地域科学部） 
１ はじめに 
 「愛西市子どもの心の健康づくり事業」は、愛西市が合ేㄌ生する๓のᪧబ屋町が「地域保健推進≉ู事業」のㄆᐃを

受け平成 15 年ᗘから取り組みを始めたࠋその後、平成 17 年の町村合ేにより愛西市となってからも市内域に順ḟᣑ

大し、現ᅾは市యの取り組みとして検討を㔜ࡡながら⥅続実しているࠋこの事業は、ᒱ㜧大学地域科学部の㏆藤真ᗤ

教授をࢫーࣃーࣂイࢨーに㏄え保健センターと市内の保育園・幼稚園や小中学校が協ാし、また市内にఫむ子育て家ᗞの

協力をᚓて発達ẁ階に応じた子どもの心を育てる取り組みを⾜い、自ᕫ⫯ᐃ感を㧗めることを目標にしているࠋ 
                      
２ それࡒれの発達ẁ階における取り組み 
（１）ᮍᑵ学児 
事業開始当ึは、年長児を対㇟に子ど 

もがいじめ、ᚅ、ᛶᭀ力などのさまࡊ 
まなᭀ力から自分をᏲるために、「子ども 
 を⾜っ「（CAP）࣒ࣛࢢのᭀ力㜵Ṇプロ
たࠋ平成 27 年ᗘからは、「ヨして、なるど㸟健やかで㈼い子どもを育てるための㸺౽㸼と㸺睡眠㸼の話」をテーマ

に年長児のぶ子を対㇟とした講₇会に変᭦し、ᑵ学に向けて自分自㌟のయを知り、生活リ࣒ࢬを確立するぶ子での取り組

みが実㊶できるよう、ḷとࢲンࢫをえてᴦしみながら学べる講₇会を実しているࠋ 
（２）小学生 
 ᛮ春期のຓ㉮を始める時期である 4 年生を対㇟に、ぶや家族ばかりでなく㞄人（となるひと）にぢᏲられて育って

きたことをり㏉り、一人ひとりが「かけがえのないᏑᅾ」であると実感することを目標として「二分の一成人ᘧ」を実

している１ࠋ小学校からࢫタートし、順ḟᣑ大しながら現ᅾでは市内小学校 12 校でྛ校≉Ⰽのある内容で⥅続され

ているࠋ平成 26 年ᗘにはこの事業をึめて⤒㦂した子どもたちが 20 歳を㏄えるにあたり、「二分の一成人ᘧ 10 年後の

㞟い」を実し、当時のᢸ௵や養護教ㅍをᣍいてり㏉ったࠋ平成 29 年ᗘからは発達の⠇目となる㧗学年の児❺を対㇟

に「いじめ」をテーマとした講₇会を実しているࠋ 
（３）中学生 
 ᛮ春期には、自分の中のᛶとどうฟ会い、コントロールする力を㌟につけるかが大きな課題 
となるࠋそこで、2 年生を対㇟に「ぶになるってどんな気ᣢち㸽」をテーマに、ᢸ௵・養護教ㅍ・ 
保健師によるయ㦂授業を⾜い、関心をもった生ᚐが夏ఇみに公共タで開催される「ࢧマーセ࣑ 
ーでは、地域にఫむ生後ࢼ࣑マーセࢧࠋー」にཧຍしたࢼ 4～10 か月⛬ᗘの㉥ちࡷんとそのぶに 
協力してもらい、生ᚐと㉥ちࡷんのふれあいや、㉥ちࡷんのぶとの会話をすることで、いのちの 
ᑛさや子育てをするぶの気ᣢちを学んだり自分がぶになることをイメージする機会としてきたࠋまた協力したぶに対して

は、Ꮩ立しがちな子育て期に地域と⥅続的なつながりをᣢつことで、Ꮩ立㜵Ṇや育児Ᏻの㍍ῶをᅗることもࡡらいとし

ているࠋまた、このࢧマーセࢼ࣑ーでฟ会ったぶ子は、⩣年「1 年後の会」をし、おいの成長を感じる機会をタけたࠋ

平成 29 年ᗘからは生ᚐが㉥ちࡷんとのふれあいや㉥ちࡷんのぶと会話できるよう、ࢧマーセࢼ࣑ーの内容をいのちの

授業に┒り㎸み、内容を実させたࠋ⥅続実していることで、いのちの授業を⤒㦂した元生ᚐが母ぶとなり㉥ちࡷんを

㐃れて協力⪅としてཧຍするጼもぢられているࠋ 
３ 後の課題 
 それࡒれの発達ẁ階での取り組みは、事業開始から 10 年を⤒て市内域にᣑ大され、検討を㔜ࡡながら時௦にἢった

実方法により⥅続されているࠋ年ᗘは、愛西市子どもの心の健康づくり事業で実されている事業とྛ小中学校で⾜

われている「生」と「ᛶ」に関する授業について保健センターと小中学校養護教ㅍでᵓ成される作業部会をタ⨨し、これ

までⅬであった取り組みが⥺でつながるよう発達ẁ階におけるこれらの取り組みを⣔⤫的にまとめているࠋ 
 後も、事業をホ౯しながら時௦のニーࢬに༶した取り組みとなるように検討し、また⣔⤫的に生とᛶについて学ࡪこ

とにより、地域にఫむ子どもたちがᑗ᮶にわたり心㌟ともに健康で㐣ࡈせるよう事業を実していくᚲせᛶを感じているࠋ 

㸷 

  ࠔ子育て期（家ᗞ）ࠓ              
 ዷፎ期・乳幼児期にᏳ心して子育てすることで子どもが愛されている実感をもつ 
 

 ࠔ中学生ࠓ     ࠔ小学生ࠓ    ࠔᮍᑵ学児ࠓ
健な心の育成э自ᕫ⫯ᐃ感の⋓ᚓэࣛイフ࢟ࢫルの⋓ᚓ 

地  域 
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乳児貧血と離乳食（鉄分摂取量）の検討 
川井小児科クリニック ࠐ棚橋

たなはし

順子
じゅんこ

、㭯田恵子、谷美ᶞ、ᅵ屋༓ᯞ 
ㄆᐃ 132 法人アレルギー支援ࢿット࣡ーク ௰ె௦、ୖ田⏤美 

はじめに 

離乳期の乳児の 10a20㸣に貧血をㄆめるとされるࠋᅇ、当㝔の乳児健診に᮶㝔した乳児を対㇟に貧血の᭷↓を検査す

ると共に、離乳食からとる鉄分の摂取量を⪺き取り調査し、貧血との関係を検討したࠋ 

対㇟と方法 

対㇟は、2017 年 11 月から 2018 年 9 月ᮎまでに乳児健診に᮶㝔した生後 6 ࣨ月～11 ࣨ月までの 246 名のうち貧血検査

をᕼᮃされた 237 名ࠋ 

方法は、乳児健診に᮶㝔した児の保護⪅員に、貧血検査のᚲせᛶと方法をㄝ明し、検査のྠ意をᚓられた児に対し、指

ඛからの᥇血にて血ᾮ検査を⾜ったࠋまた、ฟ生時య㔜・ᅾ⫾週ᩘ・母ぶのዷፎ中の貧血の᭷↓・栄養法を確ㄆしたࠋ 

離乳食の内容として、鉄分の多い 9 ရ目の食ᮦ（レࣂー・⫗・༸㯤・マࢢロ・うれんⲡ・育児用࣑ルク・のり・大㇋

〇ရ・鉄分ᙉの࣋ビーフード）をプリントに♧し、3 日間の離乳食をグධしてもらったࠋその平ᆒを 1 日の鉄分摂取量

として⟬ᐃしたࠋ 

⟶理栄養士より、月㱋にあった鉄分ྵ᭷量の多い食ᮦを᭷効にとるᕤ夫の指ᑟをしてもらったࠋ内容として、1 日にᚲせ

な鉄分量は 4�5a5�0 �日ということと、9 ရ目の食ᮦのྛ1ࠎPJ 取るのにᚲせな量をලయ的に♧してもらったࠋ 

貧血をㄆめた児は 1 ࣨ月後、貧血検査を⾜い鉄分摂取量も⟬ᐃしたࠋ 

⤖果 

血ᾮ検査を⾜った 237 名中 28 名（12㸣）に貧血がㄆめられたࠋ 

ฟ生時య㔜・ᅾ⫾週ᩘ・母ぶのዷፎ中の貧血の᭷↓では᭷意差はなかったࠋ  

栄養法ูの貧血の合は、母乳栄養児が㧗く、࣑ルク栄養児に貧血は 

いなかったࠋ（ᅗձ） 

母乳栄養児の１日の鉄分摂取量を、貧血のない児と貧血をㄆめた児でẚ㍑すると（ᅗղ）貧血のない児の鉄分摂取量

は、月㱋のୖ᪼と共に増ຍがぢられ、貧血をㄆめた児にẚべ多いഴ向にあったࠋ貧血をㄆめた児の鉄分摂取量は、యに

ᑡなくとんどの児が１�日௨下だったࠋ 

貧血をㄆめた児の１日の鉄分摂取量を、ึᅇと食事指ᑟ１ࣨ月後でẚ㍑すると（ᅗճ）摂取量は 19 人中 14 人が増ຍし 

平ᆒ 0�54 �日から 0�73 �日にୖ᪼したࠋ 摂取食ရ目ᩘも 19 人中 18 人増ຍした（ᅗմ）ࠋ 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

母乳栄養児に貧血の合が㧗く、࣑ルク栄養児には貧血はみられなかったࠋ 

離乳食からだけでは 1 日にᚲせな鉄分量（4�5a5�0 �日）をとることは㞴しいことがわかったࠋ 

貧血のない児は貧血をㄆめた児にẚべ離乳食からとる鉄分摂取が多いഴ向にあったࠋ 

乳児健診での貧血検査の実・離乳食指ᑟによって、保護⪅の貧血に対するㄆ識も変わり、鉄分摂取量もやや増ຍし、鉄

分摂取の意識を㧗めることができたのではないかと⪃えるࠋ 
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子育ての電話相談員という仕事を続けられる原動力 
－インタビュー調査を通して－ 

 
椙山女学園大学看護学部 ۑ奥川

おくがわ

 ゆかり 
人間⎔ቃ大学大学㝔看護学研究科 ᳃ 美ᬛ子㸪田 ⠇子 

  
࠙⫼ᬒࠚ育児相談は㸪┤᥋対㠃での相談だけでなく㸪電話やメールをった相談も多く⾜われているࠋ

電話による育児相談（௨下㸪電話育児相談と┬␎）の≉ᚩとして㸪ձ電話のあるところなら㸪どこから

でも相談できるࠋղ㢦がぢえない㸪がᣲࡆられるࠋ電話相談とは㸪ኌだけの相談だけに㸪しかもこちら

がだれであるかを名らなくてもよい場合が多く㸪だれに気兼ࡡすることもなく㸪ありのままをッえる

ことができるࠋ㠃と向かってではゝいにくいことでも㸪心のうちをッえることができるࠋ聴いてくれる

人がいるとᛮえばそれだけで気ᣢちがⴠちつき㸪育児の意ḧを取りᡠすことができるࠋእฟのままな

らない小さな子どもをもつ母ぶにとっては㸪༏名で相談できる㸪ᡭ㍍で౽な相談ࢶールとゝえるࠋま

た㸪電話相談は࢞ࢿティブな感をྤ㟢しやすいとう≉ᚩがあるࠋしたがって㸪相談⪅から理ᑾな相

談をもちかけられることもあれば㸪相談員をひるませるようなゝⴥをᾎびせられることもしばしばあるࠋ  
本発表では㸪子育ての電話相談員という仕事を続けられる原動力はఱであるかについてインタビュー

調査を通して明らかにすることを目的とするࠋ 
࠙方法2018ࠚ 年 5 月～7 月㸪A 相談機関の電話相談員 14 名に㸪電話相談員として仕事を続けられる理

⏤についてインタビューを⾜ったࠋIC レコーࢲーにより㘓㡢した㏲ㄒ㘓をコードし㸪࢝テࢦリーを生

成したࠋ理的㓄៖は㸪所ᒓ機関及び A 相談機関の理ጤ員会のᢎㄆ後㸪相談員のྠ意をᚓて実したࠋ 
࠙⤖果ࠚ電話相談員は㸪㸺電話相談に対する࣏ジティブなチャレンジ⢭神㸼をᣢち㸪࠙ 自ᕫ実現࠙ࠚ 自ᕫ

研㛑ࠚの機会をᚓるだけでなく㸪࠙ ⪅の㈉⊩࠙ࠚ 社会の㈉⊩ࠚといった㸺電話相談員に求められる

期ᚅに౯್㸼をぢฟしていたࠋまた㸪࠙ 電話相談員を⥅続できる⛎ジࠚとして㸪「⫼㈇うものより㐵り⏥

ᩫの方が大きい」「相談員に支えられ㸪่⃭を受けている」「この仕事がዲきだから」という理⏤から㸪

仕事を続けることができていた（表 1 ཧ↷）ࠋ 

 
࠙⤖ㄽࠚ電話相談員の仕事を続けるためには㸪ձ自ᕫ実現㸪ղ自ᕫ研㛑㸪ճ⪅の㈉⊩㸪մ社会の

㈉⊩というᅄつの視Ⅼが㔜せだとゝえるࠋまた㸪่⃭を受けるྠのᏑᅾは支えであり⥅続の⛎ジであ

ったࠋຓけを求める母ぶの心の支えとなるために「気ᣢちをᴦにしてもらいたい」「育児に๓向きにな

ってもらいたい」という目標に向かって電話相談員として仕事にᚑ事している原動力が♧されたࠋ 

㻨䜹䝔䝂䝸䞊㻪 【䝃䝤䜹䝔䝂䝸䞊】 䛂䝁䞊䝗䛃 ษ∦ᩘ

䛻ㄏ䛥䜜䛯䜙ᣮᡓ䛩䜛䛧䛛䛺䛔 㻠

ᐃᖺ䜢ᶵ䛻᪂䛧䛔䛻䝏䝱䝺䞁䝆䛧䛯 㻟

㝔ົ䛸වົ䛷䛝䜛 㻟

᭷給䝪䝷䞁䝔䜱䜰䛸䛔䛖㨩ຊ 㻞

⮬ᕫ◊㛑 ⫱ඣのᝎ䜏䜢ᢪ䛘䜛ே䛻対䛩䜛⌮ゎ䛜῝䜎䜛 㻣

⫱ඣのᝎ䜏のゎỴ䛻ே⏕⤒㦂䜢ά䛛䛫䜛 㻠

ẕぶのẼᣢ䛱䛜ᴦ䛻䛺䜛の䛜䜟䛛䜛䛛䜙 㻠

ヰ䜢⫈䛟䛣䛸䛷Ẽᣢ䛱䛜๓ྥ䛝䛻ኚ䜟䜛䛛䜙 㻠

ẕぶのᏊ⫱䛶のⱞປ䛜䜟䛛䜛䛛䜙 㻞

㟁ヰ┦ㄯ䛿♫䛻ᚲせ䛸䛥䜜䛶䛔䜛 㻟

┦ㄯဨ䛸䛧䛶䜅䛥䜟䛧䛔ே䛜䛻ᑵ䛔䛶䛔䜛 㻟

Ꮚ⫱䛶ᨭの⤒㦂䜢♫䛻ά䛛䛫䜛 㻞

背㈇䛖䜒の䜘䜚㐵䜚⏥ᩫの方䛜䛝䛔 㻣

┦ㄯဨ䛻ᨭ䛘䜙䜜䚸่⃭䜢ཷ䛡䛶䛔䜛 㻡

䛣の䛜ዲ䛝䛰䛛䜙 㻟

⾲㻝䚷䛂㟁ヰ⫱ඣ┦ㄯ䛃の㟁ヰ┦ㄯဨ䛸䛔䛖䜢⥆䛡䜙䜜䜛ཎືຊ

㟁ヰ┦ㄯ䛻対䛩䜛䝫䝆䝔䜱䝤䛺
䝏䝱䝺䞁䝆⢭⚄

㟁ヰ┦ㄯဨ䛻ồ䜑䜙䜜䜛ᮇᚅ䛻
౯್䜢ぢฟ䛩

⪅䜈の㈉⊩

♫䜈の㈉⊩

㟁ヰ┦ㄯဨ䜢⥅⥆䛷䛝䜛⛎ジ

⮬ᕫᐇ⌧
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Ꮚࡢࡶᰤ㣴᱁ᕪࡢ⌧≧࣭ㄢ題ࡳ⤌ࡾྲྀつい࡚ 
                                         

（公社)日本栄養士会専務理事  迫和子 
 

 ᑡ子㉸㧗㱋社会に✺ධしてஂしい現௦日本においては、家族力のప下や地域社会の⾶㏥、

格差のᣑ大など社会ၥ題しているࠋそういうなかで、食生活はそれらの影響を大きく受

け、Ꮩ食にຍえて食のእ部、⡆⣲が進ᒎしてきたࠋさらに、日常生活の中でもሗ

㞟活動に ICT の活用が進み、SNS により▐く間にሗがᣑᩓするようになったࠋそのた

め真ഇもᐃかでない健康・栄養ሗがὶᕸし、⡆༢にಙじこまれてしまうࠋ 
栄養㞀ᐖの二㔜㈇Ⲵのᴫᛕが、1992 年に FAO と WHO が共催したୡ⏺栄養会議で議ㄽ

されたࠋୡ⏺ྛᅜが┤㠃している栄養ၥ題で、「㐣栄養」と「ప栄養」がΰᅾする状態

をいうࠋそして日本もこのၥ題に┤㠃しており、ྠじ家族の中にも、ひとりの人の一生の

中にもこのΰᅾがあるࠋ 
ⱝい女ᛶのやせすࡂの合（BMI18.5 ᮍ‶）は 20 歳௦で 22.3㸣であるࠋやせたいとい

う㢪ᮃ、やせ志向は一యいつ始まるのだろうか㸽 それはたࡪん幼ᑡ期ࠋTV アニメで活㌍

するࢫリ࣒なࣄロインが長い㧥をなびかせ変㌟してᝏをಽすࠋあの⣽くて長いᡭ㊊は幼稚

園児やぶୡ௦のあこがれであるࠋ成長するにつれて目にするコ࣑ックやアイドル㞧ㄅ、β ࠎ

なὶ⾜がやせをຓ長した⤖果、㦵⢒しょうという一生のၥ題を⫼㈇いかࡡないࠋ成長期

には㦵ᙧ成が㦵྾をୖᅇり㦵量が増ຍすることから、その時期の栄養状態の影響は大で

あるࠋさらに、ప栄養は、༸ᕢ機能のప下や↓月⤒をᘬき㉳こし、ዷፎしたとしても⫾児

の発育・発達に影響を及ࡰすࠋዷፎ๓からのప栄養はḟୡ௦に、ḟࠎୡ௦にまで大きく影

響し、また、㧗血ᅽ、ෙ動⬦ᝈ、⬻血⟶㞀ᐖを㉳こすリࢫクがୖがるといわれているࠋ 
㏆年、ฟ生時のయ㔜の平ᆒ್が下がり続けているࠋపฟ生య㔜児の合が⏨児では 8.3㸣、

女児では 10.6㸣と㧗い್でᏳᐃしていて、ẖ年⣙ 10 万人がపฟ生య㔜児という状ἣでは日

本のᑗ᮶が本当に心㓄になるࠋ実㝿に栄養状態のᨵၿとともにఙび続けてきた㌟長は 1980
年生まれをࣆークにప下ഴ向に㌿じており、後もⱝいୡ௦の平ᆒ㌟長はప下することが

ணされ、2014 年に生まれた人は 1980 年に生まれた人とẚべて⏨ᛶは 1.5cm, 女ᛶは

0.6cm ㌟長がపくなることがணされているࠋ一般にὶᕸしている「小さく⏘んで大きく育

てる」は、⏘፬自㌟にも児にも大きなリࢫクとなるࠋฟ生後のᛴ⃭なయ㔜増により幼児期

からの⫧‶、生活習慣のリࢫクを㈇うことになるࠋ 
 やせすࡂは、⫧‶とྠᵝ、あるいはそれ௨ୖにၥ題であることを⪃えなければならないࠋ

女ᛶのやせ志向、さらに児の栄養ၥ題は看㐣できないところまで᮶ており、それが༴㝤で

あるというㄆ識を社会にᐃ╔させることࠋさらにやせ志向をຓ長している⎔ቃの対⟇を

推進していくことは、社会యの㈐௵として㔜せであるࠋ 

 人は一生の間に⣙ 9 万ᅇの食事をとって生きていくࠋその 1 ᅇ 1 ᅇの食事の✚み㔜ࡡが

自分自㌟の、または自分の子౪たちの㌟యを作り、生ᾭを通じて健康に、さらに生き生き

と生きることに┤⤖していることをᛀれてはならないࠋ 

≉ู講₇ 座長 愛知県小児保健協会理事 
愛知県栄養士会 常務理事  山村 浩二  子育ての電話相談員という仕事を続けられる原動力 

－インタビュー調査を通して－ 
 

椙山女学園大学看護学部 ۑ奥川
おくがわ

 ゆかり 
人間⎔ቃ大学大学㝔看護学研究科 ᳃ 美ᬛ子㸪田 ⠇子 

  
࠙⫼ᬒࠚ育児相談は㸪┤᥋対㠃での相談だけでなく㸪電話やメールをった相談も多く⾜われているࠋ

電話による育児相談（௨下㸪電話育児相談と┬␎）の≉ᚩとして㸪ձ電話のあるところなら㸪どこから

でも相談できるࠋղ㢦がぢえない㸪がᣲࡆられるࠋ電話相談とは㸪ኌだけの相談だけに㸪しかもこちら

がだれであるかを名らなくてもよい場合が多く㸪だれに気兼ࡡすることもなく㸪ありのままをッえる

ことができるࠋ㠃と向かってではゝいにくいことでも㸪心のうちをッえることができるࠋ聴いてくれる

人がいるとᛮえばそれだけで気ᣢちがⴠちつき㸪育児の意ḧを取りᡠすことができるࠋእฟのままな

らない小さな子どもをもつ母ぶにとっては㸪༏名で相談できる㸪ᡭ㍍で౽な相談ࢶールとゝえるࠋま

た㸪電話相談は࢞ࢿティブな感をྤ㟢しやすいとう≉ᚩがあるࠋしたがって㸪相談⪅から理ᑾな相

談をもちかけられることもあれば㸪相談員をひるませるようなゝⴥをᾎびせられることもしばしばあるࠋ  
本発表では㸪子育ての電話相談員という仕事を続けられる原動力はఱであるかについてインタビュー

調査を通して明らかにすることを目的とするࠋ 
࠙方法2018ࠚ 年 5 月～7 月㸪A 相談機関の電話相談員 14 名に㸪電話相談員として仕事を続けられる理

⏤についてインタビューを⾜ったࠋIC レコーࢲーにより㘓㡢した㏲ㄒ㘓をコードし㸪࢝テࢦリーを生

成したࠋ理的㓄៖は㸪所ᒓ機関及び A 相談機関の理ጤ員会のᢎㄆ後㸪相談員のྠ意をᚓて実したࠋ 
࠙⤖果ࠚ電話相談員は㸪㸺電話相談に対する࣏ジティブなチャレンジ⢭神㸼をᣢち㸪࠙ 自ᕫ実現࠙ࠚ 自ᕫ

研㛑ࠚの機会をᚓるだけでなく㸪࠙ ⪅の㈉⊩࠙ࠚ 社会の㈉⊩ࠚといった㸺電話相談員に求められる

期ᚅに౯್㸼をぢฟしていたࠋまた㸪࠙ 電話相談員を⥅続できる⛎ジࠚとして㸪「⫼㈇うものより㐵り⏥

ᩫの方が大きい」「相談員に支えられ㸪่⃭を受けている」「この仕事がዲきだから」という理⏤から㸪

仕事を続けることができていた（表 1 ཧ↷）ࠋ 

 
࠙⤖ㄽࠚ電話相談員の仕事を続けるためには㸪ձ自ᕫ実現㸪ղ自ᕫ研㛑㸪ճ⪅の㈉⊩㸪մ社会の

㈉⊩というᅄつの視Ⅼが㔜せだとゝえるࠋまた㸪่⃭を受けるྠのᏑᅾは支えであり⥅続の⛎ジであ

ったࠋຓけを求める母ぶの心の支えとなるために「気ᣢちをᴦにしてもらいたい」「育児に๓向きにな

ってもらいたい」という目標に向かって電話相談員として仕事にᚑ事している原動力が♧されたࠋ 

㻨䜹䝔䝂䝸䞊㻪 【䝃䝤䜹䝔䝂䝸䞊】 䛂䝁䞊䝗䛃 ษ∦ᩘ

䛻ㄏ䛥䜜䛯䜙ᣮᡓ䛩䜛䛧䛛䛺䛔 㻠

ᐃᖺ䜢ᶵ䛻᪂䛧䛔䛻䝏䝱䝺䞁䝆䛧䛯 㻟

㝔ົ䛸වົ䛷䛝䜛 㻟

᭷給䝪䝷䞁䝔䜱䜰䛸䛔䛖㨩ຊ 㻞

⮬ᕫ◊㛑 ⫱ඣのᝎ䜏䜢ᢪ䛘䜛ே䛻対䛩䜛⌮ゎ䛜῝䜎䜛 㻣

⫱ඣのᝎ䜏のゎỴ䛻ே⏕⤒㦂䜢ά䛛䛫䜛 㻠

ẕぶのẼᣢ䛱䛜ᴦ䛻䛺䜛の䛜䜟䛛䜛䛛䜙 㻠

ヰ䜢⫈䛟䛣䛸䛷Ẽᣢ䛱䛜๓ྥ䛝䛻ኚ䜟䜛䛛䜙 㻠

ẕぶのᏊ⫱䛶のⱞປ䛜䜟䛛䜛䛛䜙 㻞

㟁ヰ┦ㄯ䛿♫䛻ᚲせ䛸䛥䜜䛶䛔䜛 㻟

┦ㄯဨ䛸䛧䛶䜅䛥䜟䛧䛔ே䛜䛻ᑵ䛔䛶䛔䜛 㻟

Ꮚ⫱䛶ᨭの⤒㦂䜢♫䛻ά䛛䛫䜛 㻞

背㈇䛖䜒の䜘䜚㐵䜚⏥ᩫの方䛜䛝䛔 㻣

┦ㄯဨ䛻ᨭ䛘䜙䜜䚸่⃭䜢ཷ䛡䛶䛔䜛 㻡

䛣の䛜ዲ䛝䛰䛛䜙 㻟

⾲㻝䚷䛂㟁ヰ⫱ඣ┦ㄯ䛃の㟁ヰ┦ㄯဨ䛸䛔䛖䜢⥆䛡䜙䜜䜛ཎືຊ

㟁ヰ┦ㄯ䛻対䛩䜛䝫䝆䝔䜱䝤䛺
䝏䝱䝺䞁䝆⢭⚄

㟁ヰ┦ㄯဨ䛻ồ䜑䜙䜜䜛ᮇᚅ䛻
౯್䜢ぢฟ䛩

⪅䜈の㈉⊩

♫䜈の㈉⊩

㟁ヰ┦ㄯဨ䜢⥅⥆䛷䛝䜛⛎ジ

⮬ᕫᐇ⌧
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２ 一般社団法人愛知県歯科医師会 

愛知県歯科医師会では、お口の健康ほを㧗めるため「࢘ェルࢫࢿ ����」を立ちୖࡆ、ᅜにඛ

㥑けてࣛイフࢫテージに応じた口腔機能⟶理を推進していますࠋそのฟ発Ⅼとして、「０歳児から

の口腔機能育成事業」を平成 �� 年ᗘよりඛ進的に⾜っていますࠋ平成 �� 年 � 月より小児口腔機

能⟶理ຍ⟬が保㝤㍕されており、ますます本事業のᒎ開のຍ㏿が期ᚅされていますࠋその期

ᚅに応えるべく、本年ᗘは愛知県域で㐺ษな口腔機能育成指ᑟが実㊶できるようにするため、

ྛ地༊の௦表⪅がཧຍする指ᑟ⪅養成コーࢫを新たに⏬し、事業つᶍをᣑ大していますࠋ 

 また、㞀がいがある子どもたちのお口の健康をまもるために「㞀がい⪅歯科医療ࢿット࣡ーク

推進事業」のᒎ開も進めており、県下 �� か所の㧗ḟ医療機関とのインターࢿットᅇ⥺を用いたࢿ

ット࣡ークをᵓ⠏、一ḟ・二ḟ・三ḟ医療を組⧊し、それらを᭷機的に㐃ᦠさせて㞀がい⪅歯

科保健・医療・福祉の実をᅗっていますྠࠋ 時に、どこでも㐺ษな歯科医療が受けられるように

「㞀がい⪅歯科ㄆᐃ協力医」を養成し、県内における㞀がい⪅歯科医療のᬑ及と啓発ならびにそ

の㉁の向ୖ・実をᅗっています（KWWS���ZZZ�DLFKL�����QHW�ZHOIDUHBQHW�LQGH[�SKS）ࠋ 

 すべての子どもたちが生ᾭをより健康に生きᢤくために、愛知県域で実した࣏ࢧートが受

けられるよう、愛知県歯科医師会が㍈となってこれらの事業を後も進めていくணᐃですࠋ 

 

３ 一般社団法人愛知県薬剤師会 

愛知県薬剤師会では、平成 �� 年ᗘから、ዷፎ、授乳中の方からのࡈ相談にのり、㐺ษなアド

ート薬剤࣏ࢧ㐺ษなሗᥦ౪ができる薬剤師を「ዷፎ・授乳⪅をし、さらには医療ᚑ事ࢫイࣂ

師」として養成していますࠋ現ᅾ⣙ ��� 名の薬剤師が活㌍しており、年ᗘは新たに �� 名を養

成中ですࠋ医師➼職種からのၥい合わせも増え、㐃ᦠが進んでまいりましたࠋまた、一般向けの

ሗとして「ዷፎとくすり」「授乳とくすり」を࣍ー࣒࣌ージにᥖ㍕しておりますࠋ地域の保健所、

保健センターが開催する「ࣃࣃ・ママ教ᐊ」でも啓発活動を⾜い、用薬剤の相談のみならず、

「薬がのめない」「薬をいづらい」というおᝎみにもこたえ、᭱㐺な薬物療を受けられるよう

ᥦをしておりますࠋ保健所・保健センターに㓄ᕸした啓発࢝ードの㹏㹐コードを࢟ࢫャンする

と、「ዷፎ・授乳࣏ࢧート薬剤師」がいる薬ᒁを調べることができますࠋ  

アンチドーࣆンࢢを㜵Ṇすることを目的とした「公ㄆ࣏ࢫーࢶフーマࢫࢩト」は、ドーࣆン

年に愛知 ����ࠋを通した地域㈉⊩・職種㐃ᦠを目指していますࢶー࣏ࢫ、㜵Ṇ教育にᦠわりࢢ

県と名古屋市でアジア➇ᢏ大会が開催されることから、≉にジュニア㑅ᡭに対しての啓発活動に

力をධれていますࠋ  

本会の࣍ー࣒࣌ージに「ዷፎ・授乳࣏ࢧート薬剤師」「公ㄆ࣏ࢫーࢶフーマࢫࢩト」の名⡙を

公開しておりますので、ࡈ活用㡬けますとᖾいですࠋ 

 

 

 

 

 

 関係機関団య⤂ۑ

１  公益社団法人愛知県医師会 

２  一般社団法人愛知県歯科医師会 

３  一般社団法人愛知県薬剤師会 

４  公益社団法人愛知県栄養士会 

５  愛知県学校保健会 

６  愛知県養護教育研究会 

㸵  愛知県保健師会 

㸶  愛知県市町村保健師協議会 

㸷  公益社団法人愛知県看護協会ຓ⏘師職能ጤ員会 

��   公益社団法人愛知県歯科⾨生士会 

��   愛知県保育士会 

１ 公益社団法人愛知県医師会 

公益社団法人愛知県医師会では、学校保健部会ᖿ事会において、学校保健㡿域における活動の

ᇶ本方㔪を⟇ᐃし、学校健診ጤ員会でලయ的検診㡯目の県下レ࣋ルでの⢭ᗘ⟶理と᭷用ᛶの検

討を⾜っていますࠋ 

また、༢に健診などの保健活動を⾜うだけでなく、それらをとりまとめ、さまࡊまな方向から

検討を⾜い、その成果を㐺ษに公表する事により、学校保健の実㊶にᙺ立たせることができると

⪃えていますࠋ 

年ᗘのな事業は下グの内容をணᐃしており、後も当会としては、学校保健にᦠわるⓙᵝ

方のࡈ協力をいただきながら、子どもたちのᮍ᮶をぢᤣえた活動ができるよう取り組んでまいり

ますࠋ 

 

平成ۑ �� 年ᗘのな事業内容 

 １）小児 &.'（៏ᛶ⭈⮚）対⟇講習会の開催 （愛知⭈⮚㈈団と共催） 

 ２）➨ �� ᅇ学校保健健診᠓談会の開催 

 ３）平成 �� 年ᗘ学校保健ࢩン࣏ジ࣒࢘の開催 

 ４）平成 �� 年ᗘ学校保健講習会（日本医師会催）のཧຍ 

 ５）➨ �� ᅇᅜ学校保健・学校医大会（㮵児ᓥ市）（日本医師会催�のཧຍ 
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２ 一般社団法人愛知県歯科医師会 

愛知県歯科医師会では、お口の健康ほを㧗めるため「࢘ェルࢫࢿ ����」を立ちୖࡆ、ᅜにඛ

㥑けてࣛイフࢫテージに応じた口腔機能⟶理を推進していますࠋそのฟ発Ⅼとして、「０歳児から

の口腔機能育成事業」を平成 �� 年ᗘよりඛ進的に⾜っていますࠋ平成 �� 年 � 月より小児口腔機

能⟶理ຍ⟬が保㝤㍕されており、ますます本事業のᒎ開のຍ㏿が期ᚅされていますࠋその期

ᚅに応えるべく、本年ᗘは愛知県域で㐺ษな口腔機能育成指ᑟが実㊶できるようにするため、

ྛ地༊の௦表⪅がཧຍする指ᑟ⪅養成コーࢫを新たに⏬し、事業つᶍをᣑ大していますࠋ 

 また、㞀がいがある子どもたちのお口の健康をまもるために「㞀がい⪅歯科医療ࢿット࣡ーク

推進事業」のᒎ開も進めており、県下 �� か所の㧗ḟ医療機関とのインターࢿットᅇ⥺を用いたࢿ

ット࣡ークをᵓ⠏、一ḟ・二ḟ・三ḟ医療を組⧊し、それらを᭷機的に㐃ᦠさせて㞀がい⪅歯

科保健・医療・福祉の実をᅗっていますྠࠋ 時に、どこでも㐺ษな歯科医療が受けられるように

「㞀がい⪅歯科ㄆᐃ協力医」を養成し、県内における㞀がい⪅歯科医療のᬑ及と啓発ならびにそ

の㉁の向ୖ・実をᅗっています（KWWS���ZZZ�DLFKL�����QHW�ZHOIDUHBQHW�LQGH[�SKS）ࠋ 

 すべての子どもたちが生ᾭをより健康に生きᢤくために、愛知県域で実した࣏ࢧートが受

けられるよう、愛知県歯科医師会が㍈となってこれらの事業を後も進めていくணᐃですࠋ 

 

３ 一般社団法人愛知県薬剤師会 

愛知県薬剤師会では、平成 �� 年ᗘから、ዷፎ、授乳中の方からのࡈ相談にのり、㐺ษなアド

ート薬剤࣏ࢧ㐺ษなሗᥦ౪ができる薬剤師を「ዷፎ・授乳⪅をし、さらには医療ᚑ事ࢫイࣂ

師」として養成していますࠋ現ᅾ⣙ ��� 名の薬剤師が活㌍しており、年ᗘは新たに �� 名を養

成中ですࠋ医師➼職種からのၥい合わせも増え、㐃ᦠが進んでまいりましたࠋまた、一般向けの

ሗとして「ዷፎとくすり」「授乳とくすり」を࣍ー࣒࣌ージにᥖ㍕しておりますࠋ地域の保健所、

保健センターが開催する「ࣃࣃ・ママ教ᐊ」でも啓発活動を⾜い、用薬剤の相談のみならず、

「薬がのめない」「薬をいづらい」というおᝎみにもこたえ、᭱㐺な薬物療を受けられるよう

ᥦをしておりますࠋ保健所・保健センターに㓄ᕸした啓発࢝ードの㹏㹐コードを࢟ࢫャンする

と、「ዷፎ・授乳࣏ࢧート薬剤師」がいる薬ᒁを調べることができますࠋ  

アンチドーࣆンࢢを㜵Ṇすることを目的とした「公ㄆ࣏ࢫーࢶフーマࢫࢩト」は、ドーࣆン

年に愛知 ����ࠋを通した地域㈉⊩・職種㐃ᦠを目指していますࢶー࣏ࢫ、㜵Ṇ教育にᦠわりࢢ

県と名古屋市でアジア➇ᢏ大会が開催されることから、≉にジュニア㑅ᡭに対しての啓発活動に

力をධれていますࠋ  

本会の࣍ー࣒࣌ージに「ዷፎ・授乳࣏ࢧート薬剤師」「公ㄆ࣏ࢫーࢶフーマࢫࢩト」の名⡙を

公開しておりますので、ࡈ活用㡬けますとᖾいですࠋ 
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６ 愛知県養護教育研究会 

１ 年ᗘのな事業 

 研ಟ会・総会の開催（５月２５日 日本≉Ṧ㝡業市Ẹ会館）－ 地༊௦表⪅がཧຍ ۑ 

 研究大会の開催  （㸵月３１日 日本≉Ṧ㝡業市Ẹ会館）－ 会員がཧຍ ۑ 

 ཧຍ⪅をເって（２３０人）開催 －（ィルあいち࢘ １２月２日）   研ಟ会の開催 ۑ 

 ⾜研究会ㄅの発⾜  （１２月）－ 会員向けに発 ۑ 

 調査研究の実 － 会員対㇟の⤫ィ調査実と⪃ᐹ ۑ 

２ 「➨２㸷ᅇ愛知県養護教育研究大会」の内容（㸵月３１日） 

 (��  研究発表 

 「感ᰁにᙉい学校づくり」                            知多༡養護教ㅍ部会 

  「つなࡄ ᗈめる やってみる」を意識した健康教育の推進⪅をめࡊして    ㇏川市養護教ㅍ部会  

(��  調査研究のሗ࿌ 

  「養護教ㅍとしての専㛛的力量の㈨㉁向ୖを目指して」 愛知県養護教育研究会調査研究部 

(�� ≉ู講話  「いま、ᛮうこと」    Ᏻ城市立明和小学校長   㓇井 多㤶子 ඛ生 

(��  講 ₇ 

 「みんながつくる みんなの学校」̿すべての子どもの学習ᶒを保㞀するために、養護教ㅍだからできること̿  

                       大㜰市立大✵小学校ึ௦校長  ᮌ村 Ὀ子 ඛ生 

３ 「➨㸷ᅇ愛知県養護教育研究会研ಟ会」の内容（１２月２日） 

   講 ₇ 「࢜イ࣡࢝ὶ ᴦしい健康教育」－ヨしてみたくなる授業のアイデア－ 

          神ዉ川県三浦市立ึኌ小学校 総ᣓ教ㅍ（養護教ㅍ）及川 ẚ࿅子 ඛ生 

㸵 愛知県保健師会 

愛知県職員である保健師１５６名（平成３０年５月現ᅾ）の会員の地域保健活動の知識や

ᢏ⾡➼の⥅ᢎと㈨㉁向ୖ୪びに会員相のὶとぶ╬をᅗり、もって公⾗⾨生活動の発ᒎに

ᐤ与することを目的としており、名古屋・尾ᙇ東・尾ᙇ西・三Ἑの４ブロックをタけ活動して

いますࠋ 

な活動として、ᐃ期的なᙺ員会と福ጤ員会を開催し、会員の研ಟ・ぶ╬・福に関する

こと➼を検討、⏬及び実していますࠋ 

研ಟ会については、地域・ୡ௦間を㉺えて㈨㉁向ୖの機会となるようにྛブロックでも

⏬開催しており、会員相のぶ╬をᅗるために、研ಟ会開催時を用してὶ会➼も実し

ていますࠋ 

 平成３０年ᗘ研ಟ会➼内容ۑ  

   （１）平成３０年５月 

  「仕学 ～⾜動変容の理ㄽと方法～」 

講師 大㜰大学大学㝔⤒῭学研究ᐊ 教授 ᯇ村真ᏹ氏   

 （２）平成３０年１０月 

    「⚾がఏえたい㸟保健師㨦」 

      講師 元公益社団法人 日本看護協会長 ஂ常⠇子氏 

４ 公益社団法人愛知県栄養士会 

日本栄養士会は、一般生活⪅に➨一ḟண㜵の意識を㧗めていただくことを目的に㸶（࢚イト）

と４（よん）で 8 月 4 日を「栄養の日」としました7ࠋ 月 31 日は栄養ᨵၿ法公ᕸ、8 月 1 日は日

本栄養士会公益法人タ立日、8 月 2 日健康増進法公ᕸなど栄養に関するグᛕ日が多ᩘある時期で

もありますࠋ本年は、8 月 1 日～7 日の「栄養週間」に、ࠦたのしく食べる、ࢲࣛ࢝よろこࠨࡪを

 ࠋントを開催しました࣋ーメッセージに県Ẹཧຍのイ࢟
わがᅜの食・栄養課題は、㉸㧗㱋・ᑡ子社会を⫼ᬒに栄養の㊊あるいは㐣多と、二㔜㈇Ⲵ状態

になりつつありますࠋ地域、ಶ人によりᵝࠎな課題をᢪえていますࠋ一方で食に関するᵝࠎな

ሗがあふれ、中には೫ったሗ、ㄗったሗもありますࠋ 
本会では、会員とともに࢚ビデンࢫにᇶづいたሗを発ಙし、子౪のころから㐺ษな食生活を

実現できるような支援を進めてまいりたいとᛮいますࠋẖ月、➨ 1・➨ 3 ᅵ᭙日に࢜アࢫࢩ 21 で

⾜っている「なんでも栄養相談」をはじめᵝࠎなイ࣋ントで⾜っている↓ᩱ栄養相談活動では、

時の食事相談のか、≉に乳幼児期の食事相談が多くありますࠋこのような活動を関係機関・

団యのⓙᵝと㐃ᦠ・協力し᭦に進め、小児期からの栄養ᨵၿに取り組みたいとᛮいますࠋ 
 

５ 愛知県学校保健会 

１ 事業目的 

  幼稚園、小学校、中学校、㧗➼学校及び≉ู支援学校➼における保健・Ᏻ及び⎔ቃ⾨生の

実・推進をᅗり、幼児児❺生ᚐが健康でᏳな学校生活を㏦ることができるようにするとともに、

生ᾭにわたる健康・Ᏻの㔜せᛶをㄆ識させ、その保ᣢ・増進を自ら実㊶できる態ᗘや能力の育

成を目指す 
 
２ 会員 

  学校(園�医、学校(園�歯科医、学校(園�薬剤師、校(園�長、教㢌、保健事、養護教ㅍ、その

学校保健関係⪅、本会の目的に㈶ྠし会長がㄆめた⪅ 
 
３ 事業内容 

学校保健に関するᬑ及啓発、学校保健関係⪅の㈨㉁向ୖ、学校保健に関するሗのᥦ౪、学校

保健関係団యとの㐃ᦠ➼   
ࠝ年ᗘのな活動ࠞ 

 （１）平成３０年ᗘ愛知県学校保健会県立学校部保健研究大会（講₇、研究発表） 
    平成３０年㸶月２０日（月）  愛知県⏘業ປാセンター（࢘インクあいち）  
 （２）➨６６ᅇ愛知県学校保健研究大会（表ᙲ：感謝状・健康推進学校、講₇、研究発表） 
    平成３０年１０月１０日（Ỉ） ࢘ィルあいち   
 （３）地༊学校保健研究大会（講₇、研究発表、ࢩン࣏ジ࣒࢘➼ ͤ尾ᙇ・三Ἑ地༊でྛ１ᅇ開

催） 

    㸨尾ᙇ：➨３㸷ᅇ尾東地༊学校保健大会  
平成３０年１１月２㸷日（ᮌ） 小∾市市Ẹ会館  

    㸨三Ἑ：➨３㸶ᅇ西三Ἑ地༊学校保健研究大会 

平成３０年１１月１５日（ᮌ） Ᏻ城市Ẹ会館  
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６ 愛知県養護教育研究会 

１ 年ᗘのな事業 

 研ಟ会・総会の開催（５月２５日 日本≉Ṧ㝡業市Ẹ会館）－ 地༊௦表⪅がཧຍ ۑ 

 研究大会の開催  （㸵月３１日 日本≉Ṧ㝡業市Ẹ会館）－ 会員がཧຍ ۑ 

 ཧຍ⪅をເって（２３０人）開催 －（ィルあいち࢘ １２月２日）   研ಟ会の開催 ۑ 

 ⾜研究会ㄅの発⾜  （１２月）－ 会員向けに発 ۑ 

 調査研究の実 － 会員対㇟の⤫ィ調査実と⪃ᐹ ۑ 

２ 「➨２㸷ᅇ愛知県養護教育研究大会」の内容（㸵月３１日） 

 (��  研究発表 

 「感ᰁにᙉい学校づくり」                            知多༡養護教ㅍ部会 

  「つなࡄ ᗈめる やってみる」を意識した健康教育の推進⪅をめࡊして    ㇏川市養護教ㅍ部会  

(��  調査研究のሗ࿌ 

  「養護教ㅍとしての専㛛的力量の㈨㉁向ୖを目指して」 愛知県養護教育研究会調査研究部 

(�� ≉ู講話  「いま、ᛮうこと」    Ᏻ城市立明和小学校長   㓇井 多㤶子 ඛ生 

(��  講 ₇ 

 「みんながつくる みんなの学校」̿すべての子どもの学習ᶒを保㞀するために、養護教ㅍだからできること̿  

                       大㜰市立大✵小学校ึ௦校長  ᮌ村 Ὀ子 ඛ生 

３ 「➨㸷ᅇ愛知県養護教育研究会研ಟ会」の内容（１２月２日） 

   講 ₇ 「࢜イ࣡࢝ὶ ᴦしい健康教育」－ヨしてみたくなる授業のアイデア－ 

          神ዉ川県三浦市立ึኌ小学校 総ᣓ教ㅍ（養護教ㅍ）及川 ẚ࿅子 ඛ生 

㸵 愛知県保健師会 

愛知県職員である保健師１５６名（平成３０年５月現ᅾ）の会員の地域保健活動の知識や

ᢏ⾡➼の⥅ᢎと㈨㉁向ୖ୪びに会員相のὶとぶ╬をᅗり、もって公⾗⾨生活動の発ᒎに

ᐤ与することを目的としており、名古屋・尾ᙇ東・尾ᙇ西・三Ἑの４ブロックをタけ活動して

いますࠋ 

な活動として、ᐃ期的なᙺ員会と福ጤ員会を開催し、会員の研ಟ・ぶ╬・福に関する

こと➼を検討、⏬及び実していますࠋ 

研ಟ会については、地域・ୡ௦間を㉺えて㈨㉁向ୖの機会となるようにྛブロックでも

⏬開催しており、会員相のぶ╬をᅗるために、研ಟ会開催時を用してὶ会➼も実し

ていますࠋ 

 平成３０年ᗘ研ಟ会➼内容ۑ  

   （１）平成３０年５月 

  「仕学 ～⾜動変容の理ㄽと方法～」 

講師 大㜰大学大学㝔⤒῭学研究ᐊ 教授 ᯇ村真ᏹ氏   

 （２）平成３０年１０月 

    「⚾がఏえたい㸟保健師㨦」 

      講師 元公益社団法人 日本看護協会長 ஂ常⠇子氏 
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１０ 公益社団法人愛知県歯科⾨生士会 

愛知県歯科⾨生士会は、県下 10 支部、総会員ᩘ⣙１㸪０5０名でᵓ成する職能団యですࠋ 
母子関㐃の事業活動を⤂しますࠋ 
１県Ẹの歯科保健の向ୖを目指して多くのイ࣋ントを✚ᴟ的に開催していますࠋ 

 ձどうࡪつブクブクフェア（催事業 ẖ年 �� 月３日 名古屋市東山動物園） 

 ղ県Ẹ公開講座（催事業 ẖ年３月 名古屋市内） 

ճチュ࢘ࣙ࢟࢘くんの子育て応援団すこやかフェࢫタ(共催事業 ẖ年１０月 日本࢞イࢩ� 

 մあいち県Ẹ健康⚍（共催事業 ẖ年㸷月 あいち健康プࣛࢨ） ➼ 

２県下１０支部が関㐃職種と㐃ᦠして口腔保健活動を実していますࠋ 

ձ市町村➼から౫㢗を受け、母子歯科保健・学校歯科保健・㞀ᐖ児（⪅）歯科保健事業をᒎ開 

 ղ市町村➼と共催実、歯と口の健康週間（６月４日から１０日）に幼児期のふっ物ሬᕸ➼ 

の啓発事業を実していますࠋ 

３歯科⾨生士の㈨㉁向ୖをᅗり、求められる歯科医療に対応できる歯科⾨生士の研ಟ会➼を実 

ձ歯科⾨生士生ᾭ研ಟ事業では、年間を通してయ⣔的な研ಟ内容を⏬していますࠋ会員௨እ

の方の受講もྍ能ですࠋ 

 ղ歯科⾨生士ᅾᏯ口腔ࢣア研ಟ事業では、職種と㐃ᦠした地域ໟᣓࢣアࢫࢩテ࣒推進に向け、

県内５地༊で講⩏と実習をేせた、専㛛ᛶの㧗い歯科⾨生士の育成を目指していますࠋ 

ճ日本歯科⾨生学会➨ �� ᅇ学⾡大会を平成 �� 年 � 月 �� 日（ᅵ）～１�(⚍�࢘インク愛知で 

開催しますࠋ              

㸺 ࣍ー࣒࣌ージ��DLFKL�VKLND�FRP� 㸼 ཧ↷くださいࠋ 

１１ 愛知県保育士会 

愛知県保育士会は、保育士の職能組⧊としてᅜの㒔㐨ᗓ県、指ᐃ㒔市に組⧊されており、一

人ひとりの子どもの᭱ၿの益を➨一に⪃え、保育を通してその福祉を✚ᴟ的に増進するようດ

めていますࠋ平成 �� 年ᗘの愛知県保育士会の会員ᩘは、������ 名ࠋḟ௦をᢸう子どもたちの健や

かな育ちのために、地域における子育てᩥを育む活動をᗈࡆるなど、地域の子育てࢿット࣡ー

クにおける中心的ᙺを果たす保育士の育成のため事業をᒎ開していますࠋ 

１ 㔜Ⅼ事㡯 

օ  ᨵᐃ保育所保育指㔪➼及び子ども・子育て支援新ไᗘに対応する取組み 

ֆ  愛知県保育士会の組⧊ᙉ及び地域における保育士会活動の支援 

և  保育士会市町村ጤ員➼の㈨㉁向ୖ・学習の場のᥦ౪ 

ֈ  福祉ࢧービࢫの㉁の向ୖのための自ᕫホ౯と➨三⪅ホ౯の取組み 

２ 会議の開催 

օ ጤ員総会  ֆ 常務ጤ員会  և ṇ会長会議  ֈ 保育関係ᙺ員合ྠ会議 

３ 研ಟ会の開催 

օ 保育所新つ職員セࢼ࣑ー  ֆ 保育士会ጤ員研究会  և 尾ᙇ・三Ἑ地༊研ಟ会 

ֈ 名古屋地༊研ಟ会     ։ 愛知県保育研究㞟会 

４ 会員向けሗᥦ౪➼の実 

 օ 愛知県保育士会ᴫἣの発⾜ ֆ 機関⣬すかんࡱの発⾜ ևྛ市町村の取組み状ἣの⤂ 

㸶 愛知県市町村保健師協議会 

愛知県市町村保健師協議会は、市町村間の㐃⤡協調のもと、保健師がその職務に関してᚲせな知

識及びᢏ⾡を習ᚓし、㈨㉁の向ୖをᅗることにより、な地域保健活動を⾜い、地域ఫẸの健

康と福祉の向ୖにᐤ与することを目的に活動し、年ᗘ４０࿘年を㏄えましたࠋ 

 会員は県内５３市町村（名古屋市㝖く）に務する保健師１㸪０㸷０名（平成３０年４月現ᅾ） 

でᵓ成し、その所ᒓඛは、保健所（中᰾市）、地域保健、児❺福祉、㧗㱋福祉、㞀ᐖ福祉、ᅜẸ健

康保㝤部㛛、そのと多ᒱにわたっていますࠋまたẖ年、愛知県ᅜẸ健康保㝤団య㐃合会にࡈ協

力いただき、子「愛知県市町村保健活動のすがた」にその活動をまとめていますࠋ 

 平成３０年ᗘのな事業ᴫせۑ

１）研ಟ会（年６ᅇ）テーマ 

  「元気に生きるために～イࢫに座って࢘ォー࢟ンࢢ・➽トレ・ࢫトレッチ～」 

  「地域ໟᣓࢣアࢫࢩテ࣒における㇏明市の取組み」 

  「⅏ᐖ時における㑊㞴所の⾨生⟶理」「どきのዷ፬の理ゎ」 

  「保健事業を効果的に進めるひとᕤ夫」 

  「４０࿘年グᛕ講₇ Ᏻᑀな地域を支える公⾗⾨生活動 

 「－タル㔊成における保健師のᙺࣆャ࢟・ャルࢩーࢯ－

 ループ研究会ࢢ（２

  尾西、尾東、西三、東三支部ࡈとに研究テーマを決め、実後成果を協議会研ಟ会で発表 

３）県内・県እ研ಟ（⿵ຓ事業） 

㸷 公益社団法人愛知県看護協会ຓ⏘師職能ጤ員会 

愛知県看護協会は、⣙ ������ 名を会員とする看護職の職能団యですࠋそのうちຓ⏘師は、����� 名でዷ⏘፬を中心

とした女ᛶのࣛイフࢧイクルに関わり、Ᏻ心Ᏻなࢣアのᥦ౪を目指して活動をしていますࠋ平成 �� 年ᗘの活動は、

ձຓ⏘師の専㛛ᛶの向ୖ、ղ㝔内ຓ⏘・ຓ⏘師እ᮶のᬑ及ಁ進ճຓ⏘師ฟ向ไᗘ մ関係団యとの㐃ᦠなどですࠋ  

ලయ的な活動として௨下の内容に取り組みましたࠋ 

��「ᅜ㝿ຓ⏘師の日」➨ �� ᅇ愛知県㞟会の開催（協㈶） 平成 �� 年 �月 �日（ᅵ） 

  テーマ「ᛶᭀ力ࣂࢧイࣂーにᐤりῧう～あなたはなにもᝏくない～」 

ᇶ調講₇の講師：長江美௦子氏（女ᛶと子どものࣛイフࢣア研究所） 

公開討ㄽ会₇⪅：∦ᒸ➗美子氏（なࡈみセンター） 神尾ṇ子氏（6$1( ᛶᭀ力⿕ᐖ⪅支援看護職） ⢑田㝧子氏（弁護士） 

�� 職能研ಟ会の開催 

 ձ平成 �� 年 �月 �� 日（月）「ฟ血時の対応・分ፔ時の &7* に関する研ಟ」講師：᪩川༤生氏 あいち小児保健医療総合センター 

 ղ平成 �� 年 �月 �� 日（㔠）「㺪㺆㺚㺼㺔㺷㺏㺜㺛㺰㺻㺢ዷፎ期・新生児」講師：Ώ᭯涼子氏 名古屋医療センター㝃ᒓ名古屋看護ຓ⏘学校 

�� ὶ会の開催   平成 �� 年 �� 月 �� 日（ᮌ） 

 「アࢣዷፎ期から子育て期にわたるษれ目ない支援、⏘後」テーマ࣒࢘ジ࣏ンࢩ

ト：原田さゆり氏（&223ࢫジ࣏ンࢩ     ຓ⏘所はあと）、神田春美氏（ゼၥ看護ࢫテーࣙࢩン） 

        ⬥田ⱥ津子氏（✄ἑ市健康推進課）、野ᗈ子氏（八༓௦㝔） 

�� 地༊支部ຓ⏘師ሗ会の開催 平成 �� 年 �月 �� 日（ⅆ）、� 月 �� 日（㔠）、�� 月 �� 日（㔠） 

  「ዷ⏘፬・乳幼児をᏲる⅏ᐖ時࢞イドࣛイン」を活用し、ྛ地༊支部ᙺ員の取り組みをሗ共᭷し、実㊶に⤖び付けたࠋ 

その、セーフマࢨーフットᇶ㔠協力、「チュࣙ࢟࢘ーくんのすこやかフェࢫタ」にཧ⏬していますࠋ 
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１０ 公益社団法人愛知県歯科⾨生士会 

愛知県歯科⾨生士会は、県下 10 支部、総会員ᩘ⣙１㸪０5０名でᵓ成する職能団యですࠋ 
母子関㐃の事業活動を⤂しますࠋ 
１県Ẹの歯科保健の向ୖを目指して多くのイ࣋ントを✚ᴟ的に開催していますࠋ 

 ձどうࡪつブクブクフェア（催事業 ẖ年 �� 月３日 名古屋市東山動物園） 

 ղ県Ẹ公開講座（催事業 ẖ年３月 名古屋市内） 

ճチュ࢘ࣙ࢟࢘くんの子育て応援団すこやかフェࢫタ(共催事業 ẖ年１０月 日本࢞イࢩ� 

 մあいち県Ẹ健康⚍（共催事業 ẖ年㸷月 あいち健康プࣛࢨ） ➼ 

２県下１０支部が関㐃職種と㐃ᦠして口腔保健活動を実していますࠋ 

ձ市町村➼から౫㢗を受け、母子歯科保健・学校歯科保健・㞀ᐖ児（⪅）歯科保健事業をᒎ開 

 ղ市町村➼と共催実、歯と口の健康週間（６月４日から１０日）に幼児期のふっ物ሬᕸ➼ 

の啓発事業を実していますࠋ 

３歯科⾨生士の㈨㉁向ୖをᅗり、求められる歯科医療に対応できる歯科⾨生士の研ಟ会➼を実 

ձ歯科⾨生士生ᾭ研ಟ事業では、年間を通してయ⣔的な研ಟ内容を⏬していますࠋ会員௨እ

の方の受講もྍ能ですࠋ 

 ղ歯科⾨生士ᅾᏯ口腔ࢣア研ಟ事業では、職種と㐃ᦠした地域ໟᣓࢣアࢫࢩテ࣒推進に向け、

県内５地༊で講⩏と実習をేせた、専㛛ᛶの㧗い歯科⾨生士の育成を目指していますࠋ 

ճ日本歯科⾨生学会➨ �� ᅇ学⾡大会を平成 �� 年 � 月 �� 日（ᅵ）～１�(⚍�࢘インク愛知で 

開催しますࠋ              

㸺 ࣍ー࣒࣌ージ��DLFKL�VKLND�FRP� 㸼 ཧ↷くださいࠋ 

１１ 愛知県保育士会 

愛知県保育士会は、保育士の職能組⧊としてᅜの㒔㐨ᗓ県、指ᐃ㒔市に組⧊されており、一

人ひとりの子どもの᭱ၿの益を➨一に⪃え、保育を通してその福祉を✚ᴟ的に増進するようດ

めていますࠋ平成 �� 年ᗘの愛知県保育士会の会員ᩘは、������ 名ࠋḟ௦をᢸう子どもたちの健や

かな育ちのために、地域における子育てᩥを育む活動をᗈࡆるなど、地域の子育てࢿット࣡ー

クにおける中心的ᙺを果たす保育士の育成のため事業をᒎ開していますࠋ 

１ 㔜Ⅼ事㡯 

օ  ᨵᐃ保育所保育指㔪➼及び子ども・子育て支援新ไᗘに対応する取組み 

ֆ  愛知県保育士会の組⧊ᙉ及び地域における保育士会活動の支援 

և  保育士会市町村ጤ員➼の㈨㉁向ୖ・学習の場のᥦ౪ 

ֈ  福祉ࢧービࢫの㉁の向ୖのための自ᕫホ౯と➨三⪅ホ౯の取組み 

２ 会議の開催 

օ ጤ員総会  ֆ 常務ጤ員会  և ṇ会長会議  ֈ 保育関係ᙺ員合ྠ会議 

３ 研ಟ会の開催 

օ 保育所新つ職員セࢼ࣑ー  ֆ 保育士会ጤ員研究会  և 尾ᙇ・三Ἑ地༊研ಟ会 

ֈ 名古屋地༊研ಟ会     ։ 愛知県保育研究㞟会 

４ 会員向けሗᥦ౪➼の実 

 օ 愛知県保育士会ᴫἣの発⾜ ֆ 機関⣬すかんࡱの発⾜ ևྛ市町村の取組み状ἣの⤂ 
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              愛知県小児保健協会つ⣙

 
（名⛠及び所ᅾ地） 
➨ １ ᮲ 本会は愛知県小児保健協会と⛠す

るࠋ 
➨ ２ ᮲ 本会は事務ᒁを愛知県大ᗓ市᳃ᒸ

町七目４２６␒地あいち小児保健医

療総合センターに⨨くࠋ 
   

（目的及び事業） 
➨ ３ ᮲ 本会は小児保健に関する研究及

び知識のᬑ及啓発➼を目的とするࠋ 
➨ ４ ᮲ 本会は๓᮲の目的を達成するた

め、ḟの事業を⾜うࠋ 
（１）小児保健に関する学⾡㞟会➼の開催 
（２）小児保健に関する調査研究 
（３）その、本会の目的達成にᚲせな事業 

 
（ᵓ成員） 

➨ ５ ᮲ 本会は愛知県にᅾఫまたはᅾ

する本会の㊃᪨に㈶ྠする⪅によっ

てᵓ成されるࠋ 
➨ ６ ᮲ ㈶ຓ会員は本会の事業に㈶ྠし、

援ຓする⪅をいうࠋ 
（㈶ຓ会員  １口 １０㸪０００） 

 
（ᙺ員） 

➨ 㸵 ᮲ 本会はḟのᙺ員を⨨くࠋ 
会長    １名 
理事    ２５名⛬ᗘ 
常௵理事  ⱝᖸ名 
┘事    ⱝᖸ名 

 
理事は小児保健に関㐃する団య➼から

推⸀を受け、理事会で協議して決ᐃす

るࠋ 

 
会長及び┘事は理事の㑅で㑅

ฟするࠋ 
➨ 㸶 ᮲ 会長は会務を総ᣓするࠋ 

理事は理事会をᵓ成し、本会の会

務をᇳ常⾜するࠋ௵理事は会長を

⿵బし、ᗢ務・会ィをᢸ当するࠋ 
➨ 㸷 ᮲ ┘事は会ィの┘査をするࠋ 
➨１０᮲ ᙺ員の௵期は１年とするࠋ 

ただし、௵はጉࡆないࠋ 
➨１１᮲ 本会にᖿ事を⨨くࠋ 

    ᖿ事は会長のጤკにより、理事

の業務を⿵బするࠋ 
➨１２᮲ 本会には㢳ၥを⨨くことが

できるࠋ 
㢳ၥは理事会の推⸀により、会

長がጤკするࠋ 
 

（会ィ） 
➨１３᮲ 本会の会ィ年ᗘは、ẖ年４ 

月１日から⩣年３月３１日まで

とするࠋ 
 
（つ⣙のᨵṇ） 
 ➨１４᮲ 本会のつ⣙は理事会のᢎㄆ

を⤒て、変᭦することができるࠋ 
 
 
㝃グ 
  平成３年１１月１３日つ⣙ไᐃ 
  平成１５年２月２２日ᨵᐃ 
  平成２㸵年１月２５日ᨵᐃ 
  平成２㸶年２月１４日ᨵᐃ 
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